
     TRAFFIC REPORT: CROSSING THE RED LINE    i

CROSSING
THE RED LINE
日本のエキゾチックペット取引

2020年6月

北出　智美、成瀬　唯



TRAFFIC is a leading non-governmental 
organisation working globally on trade in wild 
animals and plants in the context of both 
biodiversity conservation and sustainable 
development.

Reproduction of material appearing in this report 
requires written permission from the publisher.

The designations of geographical entities in 
this publication, and the presentation of the 
material, do not imply the expression of any 
opinion whatsoever on the part of TRAFFIC or 
its supporting organisations concerning the legal 
status of any country, territory, or area, or of its 
authorities, or concerning the delimitation of its 
frontiers or boundaries.

This report was made possible with support from 
WWF Japan.

SUGGESTED CITATION

Suggested citation: Kitade, T. and Naruse, Y. 
(2020). Crossing the red line: Japan’s exotic pet trade. 
TRAFFIC, Japan Office, Tokyo, Japan.

CONTRIBUTING ORGANISATIONS

WWF Japan

謝辞

略語一覧

報告書はTRAFFICネットワークおよびWWFジャパンの同僚
をはじめとする多くの方々の支援により完成しました。何よ
りもまず、草稿を仕上げるのに欠かせない貴重な意見をくだ
さ っ た、James Compton氏、Wilson Lau氏、Ling Xu氏、
Linda Chou氏、Katalin Kecse-Nagy氏、 Willow Outhwaite氏、
David Newton氏、Serene Chng氏、東梅貞義氏、安村茂樹氏、
浅川陽子氏、 小田倫子氏、ならびに西野亮子氏に心よりお礼
申し上げます。また、実務を支援いただいた三間淳吉氏と若
尾慶子氏、および報告書の完成に尽力いただいたRichard 
Thomas氏とMarcus Cornthwaite氏に心から感謝します。末
筆ながら、専門的な知識、特に、日本の法執行の歴史的問題
と現行の問題の双方を理解するために不可欠な知見を提供く
ださった、日本税関、福原秀一郎警部（警視庁）、坂元雅行
氏（NPO法人トラ・ゾウ保護基金事務局長）、田中良弘博士

（新潟大学）、東さちこ氏（PEACE代表）、およびその他の関
係者の皆さまに心から謝意を表します。
本報告書の作成は、WWFジャパンの支援を受けて作成され
ました。

CROSSING THE RED LINE
TRAFFIC REPORT

CITES ワシントン条約（絶滅のおそれのある野生動植物の種の
国際取引に関する条約）

COVID-19 新型コロナウィルス感染症

IUCN 国際自然保護連合

TWIX 野生生物取引に係わる情報交換プラットフォーム

ROUTES 絶滅のおそれのある種の違法な輸送削減に関する取り組
み

外為法 外国為替及び外国貿易法

感染症法 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法
律

種の保存法 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律

動物愛護管理法 動物の愛護及び管理に関する法律

香港 香港特別行政区

ISBN NO: 978-4-915613-37-1

Published by:

Japan Office, Tokyo, Japan

© TRAFFIC 2020. Copyright of material published 
in this report is vested in TRAFFIC. 

UK Registered Charity No. 1076722

Design

Marcus Cornthwaite

本報告書は『CROSSING THE RED LINE：Japan's exotic 
pet trade』を翻訳したものです。 無断転載をお断り致
します。 
転載ご希望の際には TRAFFIC ジャパンオフィスまでご
一報ください。

2nd edition: revised on 22 June 2020.



目次
page 1

はじめに
結果概要

要旨
提言

背景と目的
法令
手法

page 21

結果
輸入差止

法執行と司法の対応
海外で報告された日本への密輸

日本からの違法輸出

page 43

考察
日本税関による差止
違法取引のパターン

法執行上の課題

page 49

結論

page 54

付録
参考文献

付表Ⅰ
付表Ⅱ

写真クレジット



結果概要

日本税関による差止

分類群と輸送形態

78件

185匹

65%
10匹

131,161匹のワシントン
条 約 対 象 種 が2007年
か ら2018年 の 間 に 輸
入時に差し止められた

2014年から2018年にかけての差止品の推定市場価格は5,410万〜１億2,560万円に達した

が、輸出元として特
定。タイ、中国本土、
香港が主要な輸出国
であった

71% 19% 6%
の差止個体が の差止個体が の差止個体が

爬虫類 哺乳類 鳥類

サル目 コウモリ
感染症法で
輸入禁止

の差止は旅客機
による輸送

の国と地域

+



日本に向けた密輸の海外での押収と、 
日本からの違法輸出

日本における法執行の結果と判決

18名

80万円の罰金

500匹はワシントン条約非掲載種

461匹

の被告人が2007年以降
合計12の密輸事件に関
与し起訴

刑罰は最大で

懲役１年10カ月および

少なくとも４名

わずか３名

の被告人が、日本または海外で
別の野生生物犯罪に関与

が執行猶予無しの宣告刑

2007年以降、少なく
とも28件の密輸で、
1,207匹が押収され、

の日本固有の爬虫類と両生類
が、2015年以降に発生した
３件の密輸で押収された

少なくとも４名の日本人が複数の国で密輸を繰り返し逮捕されていた

最大で

少なくとも

うち少なくとも

は
じ
め
に
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要旨
日本は長年エキゾチックペットの消費大国のひとつ
に位置付けられ（Auliya et al. , 2016）、国内ではス
ローロリスや、フクロウ、ニシキヘビをはじめ何百
もの絶滅のおそれのある種が売買され （Wakao et 
al. , 2018）、一般家庭で飼育されている。日本での
需要は継続的に国際的なエキゾチックペット取引の
推進力になっているが、爬虫類やカワウソ類の取引
に関する近年の調査からは、密輸押収事例および国
内市場でのロンダリングの問題が指摘され、日本が
関わる違法取引として注目が集まっている（Gomez 
and Bouhuys, 2018; Wakao et al., 2018; Kitade and 
Naruse, 2018; Nijman and Stoner, 2014; Wakao, 
2018）。

　これらの先行調査は、特定の種や分類群の調査を
通じて警鐘を鳴らしてきたが、より包括的な視座か
らの押収および法執行状況の評価はこれまでに実施
されておらず、多くの懸念の声が上がるなか問題解
決に向けた明確な方向性は示されてこなかった。本
調査の目的は、この欠けている全体像を把握するこ
とにある。
　本調査では、日本税関により2007年から2018年

の間に記録された「絶滅のおそれのある野生動植物
の種の国際取引に関する条約」（以下、ワシントン
条約）掲載種の包括的な輸入差止実績を主な情報源
とし、データ収集および分析を行った。近年の差止
規模と傾向を把握するため、2014から2018年の記
録については、日本の合法市場価格を用いて（事実
上、差止記録上のすべての種が国内で合法に販売で
きることから）、価格の推定を行った。また、日本
国内で警察の捜査によって摘発された密輸事件に関
しては、日本のメディア報道から収集した。次に、
公開情報を用いて、特定された事件の摘発から判決
に至るまでの一連の法執行の対応を調べた。さらに、
海外で摘発された密輸事件のうち、日本が推定目的
地とされるもの、および日本人が関与したものを把
握するため海外のメディア報道を参照した。これら
に加え、エキゾチックペット違法取引のホットスポ
ットとしての日本の新たな役割を把握するために、
日本からの違法輸出に関する事件情報もメディア報
道から収集した。
　本報告書は、押収に関するデータ、および法執行
と司法の対応に関する幾分不完全な情報に依拠して
いる。こうしたデータの限界を考慮しつつも、調査
により以下の重要な点が明らかになった。
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合計78件、1,161匹のエキゾチックペットとして利用されるワシントン条約対象種の差止が日本税
関によって2007年から2018年の間に報告された。2008年以降の差止は年間10件を下回った。日
本のような主要消費国にとって、この数は比較的少ないものと考えられる。

2014年から2018年までに差し止められた個体の合計推定価格は、5,410万〜１億2,560万円に達し
た。この数字は、エキゾチックペットを日本へ密輸することにより実際に生み出されている犯罪収
益のごく一部であると考えられる。

13の国・地域が差止個体の直接の輸出国として特定され、東南アジアが全体の55％を占め、東ア
ジアの36％が続いた。タイおよび中国本土、続いてインドネシアおよび香港が、日本への主要な
輸出国であった。

差止１件あたりの個体数が５匹以下の小規模な差止が過半数（54％）を占めた。しかし、１件あ
たりの推定価格は平均して150〜360万円と高額な金銭的価値を伴った。

附属書Ⅱ掲載種が差止個体の91％を占めた。爬虫類が71％を占め、哺乳類19％、鳥類６％が続い
た。哺乳類の中には、感染症法により輸入が禁止されている霊長類およびコウモリが含まれていた。
他の分類群（すなわち、クモ類、昆虫、両生類、および魚類）の差止はまれであった。

差止の65％は旅客機（旅客の所持品・荷物）による輸送で、国際郵便24％、航空貨物８％、クル
ーズ船３％が続いた。差止場所は、大都市圏（首都圏東京および大阪）の主要な国際空港と国際郵
便局に集中していた。海上輸送を利用した輸入の唯一の差止は、沖縄で報告されたクルーズ船を利
用したものであった。

輸入差止件数

推定市場価格

輸出国・地域

小規模な差止

ワシントン条約附属書

輸送手段

日本税関による

輸入差止記録
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2012年から2018年までに税関が犯則調査を行った25件のうち、少なくとも８件において容疑者が
刑事告発された。この件数は限定的であるが、関税法では情状が懲役刑に処すべきものではないと

される場合に、刑事告発ではなく通告処分（罰金）で処理されることを踏まえると、日本において

生きた動物の密輸が重大な犯罪として扱われるようになったことがうかがえる。

有罪率は高く、結果が分かっている10件に関わる14名の被告人すべてが有罪判決を受けた。しか
し、執行猶予なしの判決を受けたのは３名のみで、懲役１年10カ月と罰金80万円が最も重い判決
であった。８名の被告人には、平均47万８千円の罰金が科された。

被告人は全員日本人であり、実際に密輸・販売に関与した人物に限られ、少なくとも４名が日本国
内のペットショップ経営者である（あった）。また、被告人のうち少なくとも４名は、日本または
海外で別の野生生物犯罪に関与していたことが分かっており、こうした悪質な犯罪に対して、現行
の刑事司法の対応では抑止力が不十分であることが示唆された。

日本で2007年以降に発生したエキゾチックペット密輸事件12件において、少なくとも合計18名の
被告人が起訴され、うち８件は2017年以降に発生した事件であった。８件（12名）は税関による
摘発、その他４件（６名）は国内市場における密輸個体のロンダリングを主に調査していた警察の
捜査により発覚した。多くは関税法違反によるものであった。

税関による告発

有罪判決

被告人

起訴

日本での法執行および

司法の対応のレビュー
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報道からは、少なくとも28件、合計1,207匹が確認され、日本税関の差止記録では特定されていな
かった地域（オーストラリア、南アフリカ、アルゼンチン、ベネズエラなど）で日本人が密輸に関
与していたほか、少なくとも500匹のワシントン条約非掲載種（例：オーストラリア固有種の爬虫
類、南米の昆虫）が押収されていることが明らかになった。

報道から特定できた事件は８件にとどまった。しかし、2015年以降に報道されたもののうち３件
だけで、合計で最大461匹の日本固有の爬虫類・両生類が密輸の対象とされたことが明らかにな
った。

少なくとも４名の日本人が複数の国で密輸を繰り返し逮捕されていたことから、容疑者の一定数は
密輸業に特化していたと考えられる。一方、近年若い日本人が逮捕されていることは、密輸の運び
屋として若者を利用する組織化された犯罪ネットワークの存在を示唆している。

　総括すると、押収記録の分析から、国際的なエキ
ゾチックペットの違法取引における日本の動向、特
にアジア地域からの密輸目的地としての日本の役割
が明確に示された。日本に向けた違法取引ルートが
地理的に広範囲に及ぶことに加え、ワシントン条約
掲載種のみならず日本の固有種や生息国で保護され
ている非掲載種の違法取引が確認されたことは、取
引の複雑さを明らかにすると同時に、地域および国
際レベルでの協力の必要性を強調した。調査結果か
らはさらに、日本における一連の法執行の対応が十
分な抑止力を持てていないと考えられる背景に、水
際での少ない差止にはじまり、全体的に軽い刑罰に
見られるように、執行機関での問題認識および財
源・人的資源の不足がボトルネックになっているこ

とが見えてきた。 
　これらの課題解決には、市民社会の協力のもと国
家間・関係当局間の連携体制を構築し、国レベルで
取り組みを強化することが求められる。最後に、現
行法のもとでは税関による水際の取り締まりさえす
り抜ければ、密輸個体を合法市場でロンダリングで
きてしまう現状を踏まえ、本調査が収集した押収記
録が、日本のエキゾチックペット市場に向けた実際
の密輸のほんの一部に過ぎないことを意識すること
が肝要である。今後こうしたロンダリングの問題に
対処するため、法制度のレビューおよび関連セクタ
ーによる自主的な対策が望まれる。本調査の結果に
基づくTRAFFICの提言を次頁以降に提示する。

海外での密輸事件に関するメディア報道

違法輸出に関するメディア報道

複数回の逮捕

日本が密輸の目的地であったとみられる

海外で報告された事件

日本からの違法輸出
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国際および地域レベルの法執行協力

日本での法執行

日本および国際的なエキゾチックペットの違法取引により影響を受けている国・地域、特にアジア地
域の法執行機関は以下を行うべきである：

日本政府は以下を行うべきである：

✓ エキゾチックペットの違法取引撲滅に向け、新たなあるいは既存の二国間・多国間の枠組みを構
築・発展させ、国家間の執行協力体制を強化すること

✓ 情報交換と協力を円滑に行うため、欧州およびアフリカ地域で導入されている「野生生物取引に
係わる情報交換プラットフォーム（Trade in Wildlife Information eXchanges：TWIXs）」と類似
するツールの開発をアジアにおいても検討すること

✓ 現状評価、キャパシティアセスメント、対話、合同研修などを通じて関係当局間の法執行協力体
制を構築するとともに、タスクフォースを立ち上げエキゾチックペット違法取引を含む野生生物
犯罪に対処するための国家行動計画を策定し、実行すること

✓ 法執行機関による野生生物の違法取引の摘発、種の識別、捜査、および円滑な司法プロセスを支
援するため、専門家、NGOおよび関連セクター（例：輸送、金融、オンライン、および野生生
物取扱事業者）などの市民社会を動員し、正式な協力体制に組み込むこと

✓ キャパシティアセスメントに基づき、執行機関に十分な人的資源および財源を割り当て、国内お
よび国際連携を通じた野生生物の違法取引に対する刑事司法の対応が一層効果的になるようにす
ること

提言：

提言：

1

2
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ワシントン条約と国内法

日本での法執行

日本政府ならびに政策決定者は以下を行うべきである：

日本の司法セクターは以下を行うべきである：

日本の法執行機関（税関と警察）は以下を行うべきである：

✓ ワシントン条約に関する国内法および野生生物の違法取引に関わる他の法律について、罰則を含
む現行の枠組みのレビューを行い、抑止力を高めるために可能な対策を検討すること

✓ 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（種の保存法）および「動物の愛護及
び管理に関する法律」（動物愛護管理法）を含む国内取引規制の枠組みのレビューを行い、違法
に取得した個体の国内市場へのロンダリングを防止するための効果的な対策を検討すること

✓ 検察官、裁判官、ならびに裁判員が野生生物の違法取引の重大さと影響をよりよく認識するため
の適切な方法（正式な研修に追加など）を検討すること

✓ 野生生物犯罪における司法の対応の評価を促し、違法行為への抑止力を高めるため、法律でも認
められているように、一般市民が刑事事件の確定記録に容易にアクセスできるようにすること

✓ 野生生物の違法取引に関する職員の問題認識および、摘発・調査能力を高めるため、協力体制強
化に向けた当局間の対話や合同研修を含むさらなる能力開発を実施すること

✓ 密輸のルートになりやすい場所や現在対応が不十分と考えられる輸送手段に重点を置いた税関の
キャパシティアセスメントを実施し、新たな財源・人的資源の配置および摘発を後押しする技術
の導入を進めること

✓ 刑事司法対応の妨げとなっている、関税法の抜け穴を利用した国際郵便による密輸に対抗するた
めの施策（他の法律を適用するなど）を確立すること

✓ エキゾチックペットおよびその他の野生生物の違法取引に関与する犯罪ネットワークの取り締ま
り能力を高めるため、プロファイリングや情報活動に基づく監視、金融捜査、ならびに該当する
場合は犯罪収益の没収のための告発といったアプローチを最大限に活用すること

✓ 一般市民が違法取引の傾向と裁判結果を知ることができるよう、ワシントン条約違反として刑事
告発されたすべての事件に関する基礎情報を一般市民に公開すること

提言：

提言：

3
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✓ 動物由来感染症のリスクを軽減するため、生きた動物の輸出入および国内販売の管理に関わる現
行の規制のレビューを行い、強化を検討すること

✓ ワシントン条約、種の保存法、または地方自治体条令の対象種に追加することで、エキゾチック
ペット違法取引により影響を受けている日本の絶滅のおそれのある在来種を早急に十分な法的保
護の対象とすること

エキゾチックペット違法取引により影響を受けている種を、生息国の法令のみで保護している政府は
以下を行うべきである：

✓ 日本などの輸入国の水際での取り締まりを可能にするため、影響を受けている種のワシントン条
約附属書Ⅲへの掲載を早急に検討すること

市民社会

国際NGOおよび日本のNGOは以下を行うべきである：

✓ 以下を通じて、効果的な法執行を支援すること： １）国際協力、関係当局間の協力の促進、 ２）
研修および技術・情報共有を通じた専門的支援、３）市民および民間企業の動員、４）野生生物
の違法取引のモニタリングと通報

✓ 司法の対応能力と刑罰を通じた抑止力の評価を促進するため、野生生物犯罪事件に対する法執行
および司法の対応を裁判の追跡を通じてモニタリングすること

✓ 継続的な取引と市場のモニタリングを行い、最新の取引動向およびペット需要の傾向を探り、と
りわけこれまでに押収報告が比較的少ないとされる分類群、場所、経路、および輸送手段に関し
ても実態の把握に努めること

提言：4

日本のエキゾチックペット業界および関連するステークホルダー（獣医師やエキゾチックペット用品
や保険を取り扱う企業など）は以下を行うべきである：

✓ 密輸に対し以下を通じ、密輸に対するゼロ・トレランス方針を導入すること： １）売買される動
物のトレーサビリティおよび入手経路の合法性の証明のための仕組みの確立、２）野生生物犯罪
に関与した個人や事業者による市場やサービスへのアクセス制限

✓ 疑わしい活動を積極的に法執行機関に通報し、効果的な捜査が可能となるよう支援すること
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＊ ROUTESパートナーシップについて
米国国際開発庁（USAID）絶滅のおそれのある種の違法な輸送削減に関する取り組み（ROUTES）は、
野生生物の違法取引を撲滅するため、輸送および物流会社、政府機関、開発機関、法執行機関、保全
団体、およびドナーの連携を通じて、野生生物の密猟や関連する犯罪活動に世界的に団結して取り組
んでいる。詳細情報や資料は以下で確認することができる：www.routespartnership.org.

輸送業界（航空、海運、および物流会社）は以下を行うべきである。

✓ 企業および業界理念、指導方針やベストプラクティス事例に野生生物の違法取引への対策を盛り
込み、法執行機関への情報提供や現場の法執行機関との連携を導入すること

✓ 職員が野生生物の違法取引を発見し法執行機関へ報告するために必要な知識とスキルを身に付け
るよう、普及啓発および各部署の役割に特化した研修（ROUTESパートナーシップ＊などを通じ）
を実施するとともに、既存の研修プログラムに組み込むこと
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エキゾチックペットの密輸を阻止するプロセス
抜け穴をふさぐ
違法取引の機会を減らす

違法行為に介入する
抑止効果を高める

密輸阻止の効率を最大化する
ゼロ・トレランスにコミットする

日本政府
関係当局間の法執行連携の強化

法執行支援のための市民社会の動員
十分な人的・資金的資源の投入

日本の政策決定者
ワシントン条約関連の国内法のレビュー

国内市場におけるロンダリング防止策
感染症予防に関する法律のレビュー
絶滅の恐れのある在来種の法的保護

司法セクター
野生生物犯罪に対する職員の認識強化
一般市民の確定記録への情報アクセス

エキゾチックペット業界
密輸に対抗するポリシーの導入

疑わしい活動の通報

違法取引の影響を 
受けている国
国際的な法執行連携の強化
多国間の情報交換ツールの開発
各国の保護対象種をワシントン条約掲載

税関と警察
職員の普及啓発と研修
キャパシティアセスメント・強化
連携体制の強化
積極的な監視と捜査

輸送業界
職員の普及啓発と研修
警戒と監視の強化

国際NGOと日本のNGO
法執行の支援
法執行対応と裁判の追跡
取引と市場のモニタリング
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背景と目的
「エキゾチックペット」の飼育は、スローロリス 
Nycticebus spp.や、 コ ツ メ カ ワ ウ ソAonyx 
cinereus、ヨウムPsittacus erithacusなどの珍しい
外来の野生動物を飼育することとして特徴づけられ
ることが多く、日本はじめ諸外国でのこうした希少
な野生動物に対する需要にけん引されて商業規模の
成長を遂げてきた（Actman, 2019a; Warwick et al., 
2018）。特に過去10年においては、世界経済のグロ
ーバル化により、エキゾチックペットとして取引さ
れる種を含む様々な野生生物の国際取引が、合法、
違法問わずその規模を拡大したと考えられる（Bush 
et al. , 2014; Harrington, 2015; UNODC, 2016; 
Utermohlen and Baine, 2018）。

　エキゾチックペット市場は、野生に生息する多く
の種の存続を脅かすばかりでなく（Shepherd et al., 
2019）、外来種の移入を通じて在来の生物多様性の
破壊も招いている（Lockwood et al., 2019）。また、
昨今の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の
蔓延が想起させるように（El Zowalaty and Järhult, 
2020）、野生動物は人に感染する危険性をはらんだ
病原体の宿主や媒介動物となる可能性があることか
ら、その取引には動物由来感染症の伝播リスクが潜
んでいる（CDC, 2018）。 
　歴史的にエキゾチックペットは、ゾウ、サイ、ト
ラのような大型動物に比べ、包括的な国際取引規制
や法執行の対象として注目を浴びてこなかった。こ
の理由のひとつには、対象となる種や取引パターン
が極めて多様かつ複雑であることに加え、取引実態
に関する情報が大幅に不足していることが挙げられ
る。しかし、「絶滅のおそれのある野生動植物の種
の国際取引に関する条約」（以下、ワシントン条約）
の第18回締約国会議（CoP18）においてエキゾチ
ックペット取引に関連する一連の掲載提案や決定が
締約国により採択されたことに見られるように、近
年は世界的に取り組みを求める声が高まりつつある

（Calle and By-Nc-Sa, 2019）。同様に執行面におい

ても、複数の国や地域の執行機関が合同で爬虫類な
どのエキゾチックペット違法取引を阻止しようとす
る 動 き が 始 ま っ て い る（EUROPOL, 2019; 
INTERPOL, 2019; Stoner, 2018）。 
　日本は、米国、欧州などにならび、長年エキゾチ
ックペットの一大消費国となっている。国内市場で
は爬虫類だけでも600を超える種が販売され、近年
さ ら に そ の 人 気 が 高 ま っ て い る（Wakao et al. 
2018）。東アジアにおいては、中国本土および香港
特別行政区（以下、香港）のエキゾチックペット市
場もまた、近年規模が拡大していると報告されてい
る（Gallagher, 2017; Inglis et al. , 2018; Maron, 
2019; Stoner, 2018）。日本は東アジアの消費国と
して、希少種の根強い需要で知られているほか

（Wakao et al. 2018）、スローロリスやカワウソと
いった「象徴的な」種に対する需要がマスコミ、最
近ではソーシャルメディアによって煽られ、ブーム
と な る 傾 向 が あ る（Kitade and Naruse, 2018; 
Nekaris et al. , 2013）。これらの需要は海外からの
動物の密輸を誘発し、これまでの調査が明らかにし
てきたように、ひとたび水際の規制をかいくぐって
日本に密輸されると、国内では規制がほとんど存在
せず（「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存
に関する法律」（種の保存法）はワシントン条約附
属書Ⅰ掲載種のみを国内取引規制の対象としてい
る）、「合法」市場、すなわち密輸動物の事実上のロ
ンダリング空間で販売されてしまう（Wakao et al. 
2018; Kitade & Naruse 2018）。また、忘れがちで
あるが、日本は消費国であると同時に国際的なペッ
ト取引によって近年悪影響を受けてきた多くの絶滅
のおそれのある固有種の生息国であることにも留意
すべきである（Wakao 2018）。
　エキゾチックペット取引に関しては、特定の分類
群または地域・国に注目した研究は豊富だが（e.g. 
Altherr et al. , 2019; Auliya et al. , 2016; Morgan, 
2018）、国際取引の全体像、特に違法取引について
は未知な部分が多い。本調査は、日本が関わる違法
取引、特に密輸の目的地としての役割に焦点をあて
た初の報告書である。本調査は、まず、日本税関に
より報告された2007年から2018年の間の包括的な
輸入差止記録を分析し、エキゾチックペットとして
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法令
ワシントン条約掲載種の輸出入

利用される野生動物の日本に向けた密輸の動向を把
握した。ここでは、違法取引の動向を示すことに加
え、差止個体の市場価格を推定した。次に、日本税
関または国内で摘発された事件に対する法執行およ
びその後の司法の対応に関して収集した情報の評価
を行った。最後に、上述の日本における摘発から判
決までの分析を補完するため、主に公開記事を参考
に、海外で報道された日本への密輸に関する押収事
案、および日本からの違法輸出に関する押収事案の
情報収集を行った。押収データは、いわば失敗し発
覚した密輸であることから、それをもって密輸の全
体像を把握することはできないが、本調査の全体結
果は全体を通じて、長年にわたりエキゾチックペッ

トの消費国となってきた日本が関わる違法取引の実
態を垣間見ることができるものになっている。調査
結果はまた、日本の政府および政策立案者に、違法
取引の重大性とそれによる損害を示している。そし
て、将来違法取引の撲滅に向けた実効性のある対策
の導入を検討するにあたってのフォーマルなアセス
メントを後押しするものである。これには、司法セ
クターを含む日本の法執行機関による対応を阻害す
る要因、すなわち、水際の取り締まりから刑罰に至
る法執行の全過程における要素の詳細な評価が求め
られる。最後に、この調査は日本語のみで公開され
ている情報を国際的に発信することで、より幅広い
読者に問題を提示するものである。

　日本は、「外国為替及び外国貿易法」（以下、外為
法）と「関税法」でワシントン条約附属書掲載種の
国際取引を管理している。外為法およびその下位法
令は、ワシントン条約により求められる輸出入許可
の手続きを定めており、さらに、附属書ⅠおよびⅡ
掲載の「生きている動物」の輸入については、経済
産業省による輸入の事前確認を義務付けるという、
日本独自の措置を設けている。ワシントン条約掲載
種の輸出入の水際取り締まりは、関税法を通じて執
行されている。関税法では、ワシントン条約許可書
を伴わない品目を押収する権限、および違反に悪意
がある事件（すなわち、関税法の下で罰則を課せら
れる「許可を受けることなく貨物を輸出入する行為、
偽った申告、証明や書類を提出して輸出入する行
為」）の犯則調査を実施する権限を税関に与えてい
る。関税法では、情状が懲役刑に処すべきものでな
いとされる場合は、刑事告発ではなく通告処分（関
税法違反に科される罰則に相当する罰金）により処

理される。
　外為法と関税法の下で科される罰則は、それぞれ
2017年10月１日および2018年４月10日に引き上
げられ、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下（た
だし当該犯罪に係る貨物の価格の５倍が1,000万円
を超える場合は、当該貨物の価格の５倍以下）の罰
金または併科となっている。関税法は、未遂罪につ
いても同様の罰則を規定している。予備（準備）行
為は３年以下の懲役もしくは500万円以下（ただし
当該犯罪に係る貨物の価格の５倍が500万円を超え
る場合は、当該貨物の価格の５倍以下）の罰金であ
り、違反物であることを知りながらそれを運搬、保
管、取得する行為にも３年以下の懲役もしくは500
万円以下（当該犯罪に係る貨物の価格の３倍が500
万円を超える場合は、当該貨物の価格の３倍以下）
の罰金または併科となっている。



17    TRAFFIC REPORT: CROSSING THE RED LINE      

は
じ
め
に

生きた動物の輸出入に関連するその他の法律

国内管理に関する法律

　疾病予防に関する一連の法律もまた、一部の生き
た動物の輸入を規制している1。検疫を義務付けら
れている動物には、家畜や家禽に加え、家畜化され
ていない特定の哺乳類、魚類および昆虫が含まれ、
一部はエキゾチックペットとして取引されている。
特に、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医
療に関する法律」（以下、感染症法）は、商業目的
で輸入されるすべての霊長類を含む、感染症の病原
体を媒介するおそれのある特定の哺乳類の輸入を禁
止している2。感染症法はさらに、適用範囲は陸生
哺乳類と鳥類に限定されるものの、生きた個体の輸
入に際して、厚生労働省への輸入届出書および衛生

証明書の事前提出を義務付けている。
環境省が定める保全法のうち、「特定外来生物によ
る生態系等に係る被害の防止に関する法律」、およ
び「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関す
る法律」はそれぞれ、日本の生態系に有害であると
される特定の外来生物、および日本に生息する野鳥
と哺乳類の輸入を規制している。「絶滅のおそれの
ある野生動植物の種の保存に関する法律」（以下、
種の保存法）は、掲載されている国内希少野生動植
物種（以下、国内希少種）の輸出を禁止しているが、
海外原産種の輸入については一切規制していない。

　種の保存法は、ワシントン条約附属書Ⅰ掲載種を
国際希少野生動植物種（以下、国際希少種）に定め
ているほか、ワシントン条約非掲載種を含む絶滅の
おそれのある日本の一部の在来種を国内希少種に定
めている。原則として、種の保存法は、環境省に登
録された一部の個体を除く国際希少種および国内希
少種の国内取引を禁止している。違反者は、個人に
ついては５年以下の懲役もしくは500万円以下の罰
金または併科、法人については１億円以下の罰金が
科せられる。国内取引における広告の掲示について
も同様に禁止されている。種の保存法では、ワシン
トン条約附属書ⅡおよびⅢ掲載種は対象外であり、
条約に違反して取得された個体の所有を罰するため
の規定も存在しない。また、他国の国内法によって
のみ保護されている種に関しては、日本の一連の法
律は輸入時および国内取引においていかなる保護対
象にもしていない。
　主として家畜および愛玩動物を対象に制定された

「動物の愛護及び管理に関する法律」（以下、動物愛
護管理法）は動物取扱事業者の管理を行っている。
対象は哺乳類、鳥類、および爬虫類に限定されるが、
これら分類群に該当する動物を扱う事業者には登録
の義務が発生する。しかし、動物愛護管理法は、事
業者が扱う動物の取引または取得の合法性を管理す
る規定を一切設けていない。動物愛護管理法は他
に、人間の生命、身体、または財産に害を与える可
能性があるとされる特定動物の飼育を制限してお
り、そこにはエキゾチックペットとして飼育されて
いる多くの種が含まれる（例：ボアコンストリクタ 
ー Boa constrictor）。

最後に、種の保存法、文化財保護法、ならびに地方
自治体の条令によって日本の一部の在来種は、捕
獲、所有、および輸出を含む取引の規制対象とされ
ている。

1 家畜伝染病予防法、狂犬病予防法、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）、並びに水産資源保護法、植物防疫法
2 イタチアナグマMelogale moschata、コウモリ目Chiroptera、タヌキNyctereutes spp.、ハクビシンPaguma larvata、プレーリードッグCynomys spp.、

およびヤワゲネズミ属Praomys spp.、ならびに霊長類の輸入（指定された国・地域からの非商業目的の輸入を除く）。違反は、50万円以下の罰金。 
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日本税関の

輸入差止記録
の分析
　日本税関が公式に発表しているワシントン条約掲
載種の輸入差止記録を本調査の主要なデータソース
として用いた。この記録は全国の各税関支署での差
止記録を取りまとめ、インターネット上で毎年公表
されるものである。分析の対象期間は2007年から
2018年までとし、日本においてペットとして利用
されていることが確認された動物種の生きた個体、
および生きた個体とともに押収された動物の死体3

の記録を収集した。輸入許可書に記載された頭数と
実際の輸入頭数の誤差、または輸入許可書の有効期
限切れによる差止記録（合計で３件）は、許可書の
偽造の可能性を確認できなかったため分析対象から
除外した。分析に用いた要素は、ワシントン条約附
属書の別、種の生物学的分類、輸出国・地域、輸送
形態、および差止場所などである。記録上の「輸出
国・地域」が差止品の最初の輸出地、あるいは経由

地のいずれであるか、および日本が最終目的地であ
ったかどうかは、差止記録からは判別できないこと
に留意する必要がある。
　本調査では、直近の５か年（2014〜2018年）の
該当差止品の市場価格を推定するため、日本の国内
市場における小売価格の水準に基づき、各事件で差
し止められた個体のおおよその金銭価値の算定を行
った。海外から違法取引され差し止められたもので
はあるが、記録上で確認された種の多くは日本の合
法市場で現在取引されているため、そこでの小売価
格を用いて差し止めされた動物の末端市場価格を推
定することが十分可能となっている。取引価格は多
くの要因によって変動することを考慮し、対象期間
における価格の変動は調整せずに、近年広告上で確
認した種ごとの最低価格と最高価格を用いて分析を
行 っ た。 価 格 デ ー タ の 情 報 源 に は、2017年 に
TRAFFICが行った爬虫類の実店舗市場調査の記録

（Wakao et al., 2018）および一般に閲覧可能なオン
ライン広告を利用し、情報が不十分な場合は小売業
者に電話で問い合わせて補完した。税関の記録が種
よりも上位の分類記録しかないものに関しては、当
該属、科、または目の推定価格を、掲載附属書の別
を考慮しつつ、当該分類に属する種について記録さ
れた価格の加重平均を用いて算出した。

3 一部の記録は、「カメ」や「トリ」など上位の分類の記載にとどまったことに留意する必要がある。しかし、それら記録もその他の一般的な利用（す
なわち、食品や医薬品としての消費）が日本においては十分に知られていないため、ペットとして今回の調査対象に含めた。

4 https://database.yomiuri.co.jp/about/rekishikan/，https://database.asahi.com/index.shtml，https://mainichi.jp/contents/edu/maisaku/，http://
www2.chuo-u.ac.jp/library/db_sankei.html，https://www.chunichi.co.jp/database/

法執行および司法対応の評価
　2012年から2018年の差止記録には、差止後の事
件処理方法を以下の３種類に分類した記録が含まれ
ていたため、これらを分析に利用した：１）任意放
棄、２）輸出国への返送、および３）審理引継（犯
則調査）。犯則調査が行われた事件の結果について
は、差止記録上に情報がない。しかし、日本税関は
容疑者の告発を行った一部の事件に関してウェブサ
イト上で別途報道発表を出しているため、これらを
参照した。2019年の差止記録は本報告書作成時点

ではまだ公開されていなかったが、2019年の１月
から８月に行われた日本税関による告発発表に関し
ては確認の上、分析対象とした。
　上述に加え、水際で差し止められなかったが、日
本国内で警察の捜査により摘発・告発に至った密輸
事件の情報をTRAFFICの野生生物違法取引事件のメ
ディア報道アーカイブ、および日本の新聞報道デー
タベースの検索機能を用いて収集した4。
日本には一般市民が容易にアクセス可能な、起訴の



     TRAFFIC REPORT: CROSSING THE RED LINE    20

は
じ
め
に

5 http://checklist.cites.org/#/en
6 https://www.iucnredlist.org/
7 http://www.reptile-database.org/

海外での摘発報道および日本からの違法輸出
　日本を推定目的地とした密輸で輸出国において先
に差し止められた旨の報道があった事件に関して、
TRAFFICジャパンオフィスのアーカイブとTRAFFIC
のグローバルデータベース上に保管されるメディア
報道から収集した。日本が輸出国または経由国のい
ずれかとなった日本からの違法輸出事件に関して
は、日本税関は輸出差止記録を集計していないた
め、同様にこれら情報源から収集した。
　分類は、主にワシントン条約のChecklist of CITES 
Species5に基づくが、情報がなかった場合は、IUCN

（国際自然保護連合）のレッドリスト6およびThe 
Reptile Database7も情報源として参照した。種の分
布情報は、IUCNレッドリストまたはThe Reptile 
Databaseで確認した。分析はすべてMicrosoft Excel
で行い、地図の作成にはTradeMapperを利用した。
為替レートは、OANDA通貨換算ツール（https://
www1.oanda.com/currency/converter/）の2020年
の１月21日（米ドルUSD＝0.0091）および１月26
日（南アフリカランドZAR＝0.0694）の数値に基
づく。

状況や裁判結果を調べるデータベースが存在しな
い。このため、司法の対応はメディア報道、および
事件の裁判が進行中であった場合は裁判傍聴を通し

て確認した。可能な限りにおいて検察庁に公式の情
報開示請求も行った。
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2007年から2018年にかけて、合計78件（1,161匹）のエキゾチックペットとして利用される生きた動物およ
び動物の死体が、ワシントン条約掲載種の輸入に必要な許可書を伴っていなかったとして日本税関により差
し止められた。

ワシントン条約附属書

時系列推移

　全1,161頭のうち、91％（1,051匹）は差止時点
でワシントン条約附属書Ⅱに掲載されており、次い
で附属書Ⅰ掲載種（63匹、５％）、附属書Ⅲ掲載種

（36匹、３％）と続き、残りは複数の附属書にまた
がるとされた（11匹、１％）（図１）。

　2007年から2018年の間で最も差止が多かったの
は2007年の18件であり、その後は年間２件から６
件に減少した（表１）。しかし、2015年以降件数は
わずかに増加傾向を示し、年間６〜10件の差止が
あった。

図１：2007年から2018年の間に日本税関によって違法
輸入として差し止められたエキゾチックペット
のワシントン条約附属書掲載状況（N＝1,161）（参
照：日本税関）

表１：日本税関によるエキゾチックペットの差止件数
の推移（2007〜2018年、参照：日本税関）

＊ 2007年から2011年までのデータは、実際の差止月日ではなく事件
処理月日が記録されていたため、それぞれの年の集計に、実際には
前年に発生した差止が若干数含まれる可能性がある

Ⅱ
91%

Ⅰ
5%

Ⅲ
3%

Ⅰ, Ⅱ
1%

差止年＊ 差止件数 個体数
2007 18 522

2008 5 52

2009 3 18

2010 6 18

2011 5 12

2012 4 53

2013 2 5

2014 3 12

2015 10 162

2016 8 159

2017 6 49

2018 8 117

合計 78 1,161

結果
輸入差止

事件の概要
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差止数量

市場推定価格（2014〜2018年）

　差止１件あたりの個体数が５匹以下の事件が54
％（43件）を占め、６〜30匹の事件と合わせると
全体の86％を超えた（図２）。例外的に差止数量が
多い事件が４件あり、淡水ガメとシナワニトカゲ

Shinisaurus crocodilurusが含まれた。事件の大部分
（90％）が単一の分類群（目レベル）の差止であっ
たが、例外として８件は、哺乳類、鳥類および爬虫
類のうちの複数が絡んだ事件であった。

　2014年から2018年の間に差し止められた35件
（499匹）の差止品の合計市場推定価格は、5,410万
〜１億2,560万円に達し、年間平均1,080〜2,510万
円であった（図３）。2016年の推定価格が最も高か

った。差止１件あたりの推定価格は、平均して150
〜350万円であり、最も低いもので4,148〜5,600
円、最も高いもので600〜1,250万円に達した（表
２）。
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図２：差止１件あたりの個体数量の頻度および累積率（N＝78）（参照：日本税関）。X軸の数字は、差止１件あたり
の個体数量の階級値の最大値を示している
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　推定価格が低い事件が比較的多く、約57％は最
低推定価格が100万円を超えないものであった（図
４）。７件（20％）は特に推定価格が低く、10万円
未満であった。最高推定価格がついた事件は、コツ
メカワウソ５匹、ベンガルヤマネコPrionailurus 
spp. ２匹、およびクマタカSpizaetus spp. １羽が差

し止められたもので、合計600〜1,250万円前後と
推定された。推定価格が高いその他の事件は、高値
で取引される哺乳類および鳥類を含む差止であった

（特定された種の推定価格リストについては付表１
を参照）。

図３：2014〜2018年の差止品の推定市場価格の概要（N＝35事件）。価格はTRAFFICがその期間中
に日本の市場において確認した小売価格に基づき算出した（差止記録参照：日本税関）。価
格の変動調整はしていないことに留意

表２：2014〜2018年の差止１件あたりの平均、最低、および最高推定価格（N＝35）。価格は、
TRAFFICがその期間中に日本の市場において確認した小売価格に基づき算出した（差止記録
参照：日本税関）
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図４：差止１件あたりの最低推定価格（円）の頻度（N＝36）。価格は、TRAFFICがその期間中に
日本の市場において確認した小売価格に基づき算出した（差止記録参照：日本税関）
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図５：日本税関によって差し止められた動物の分類学的構成（N＝1,161）（2007〜2018年）（参照：
日本税関）

分類群
　2007年 か ら2018年 の 間 に 差 し 止 め ら れ た 全
1,161匹のうち、510匹（44％）は種名表記があり、
44の種から成っていた（特定された種のリストに
ついては付表１を参照）。残りの651匹は、「カメ」
や「トリ」といったより一般的な名称での記録であ
った。

　分類群別に見ると、爬虫類の押収が最も多く、
48件で計827匹（全体の71.4％）が差し止められ
た（図５）。より詳しい分類をみると、67％（551匹）
がカメ目であり、うち242匹は「カメ」として記録
されていた。残りの276匹は有鱗目であった。

　哺乳類が２番目に多く、22件で合計219匹（18.8
％）が差し止められ、鳥類の９件、合計65匹（5.6％）
が続いた。哺乳類のうち185匹は霊長目（哺乳類の85
％）、10匹はコウモリ目であったが、これらはいず
れも感染症法の下で輸入が禁止されている（表３）。
霊長目の大部分はスローロリス属Nycticebus spp.

（119匹）であった。その他の分類群の差止は、タ
ランチュラTheraphosidae 42匹、サタンオオカブ
トDynastes satanas ４匹、アジアアロワナ
Scleropages formosus ２匹、およびメキシコオオサ
ンショウウオAmbystoma mexicanum ２匹と少な
く、合わせて4.3％に過ぎなかった。

クモ類
3.6％

昆虫
0.3％

両生類
0.2％

魚類
0.2％

鳥類
5.6％

哺乳類
18.9％

爬虫類
71.2％

霊長目 84％ カメ目 67％

ヘビ亜目 ５％
トカゲ亜目 28％

双前歯目 ２％
コウモリ目 ５％
食肉目 ９％

イグアナ科 １％
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和名 学名 個体数

霊長目＊ 合計185
ピグミースローロリス Nycticebus pygmaeus 94

スローロリス属 Nycticebus spp. 21

スンダスローロリス Nycticebus coucang 4

ガラゴ属 Galago spp. 8

メガネザル科 Tarsiidae 7

コモンマーモセット Callithrix jacchus 6

ピグミーマーモセット Callithrix pygmaea 1

ワタボウシタマリン Saguinus oedipus 1

アカテタマリン Saguinus midas 1

サル目 Primates 42

コウモリ目 合計10

オオコウモリ科 Pteropodidae 6

コウモリ目 Chiroptera 4

表３：感染症法により輸入が禁止されている種・分類群の差止（N＝195匹）（参照：日本税関）

＊ 米国、インドネシア、ガイアナ、カンボジア、スリナム、中国、フィリピン、およびベトナムからの研究目的または政府が承認した施設での展示目
的のための霊長目の輸入は、公式の衛生証明書が提出されることを条件として許可されている。コウモリの輸入は全面的に禁止されている
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図６：2007〜2018年の間に日本税関によって差し止められたエキゾチックペットの輸出国・地域（N＝1,161匹）（参
照：日本税関）。線の太さは、密輸された動物の数量を表している。13の国・地域が輸出国として特定され、
件数でみるとタイが輸出国として最も多く、数量に関しては中国本土からの輸出が最も多かった

差止記録からは、13の国・地域が、差し止められ
たエキゾチックペットの日本への直接の輸出国とし
て特定された。差止の半数以上（55％、43件）は
東南アジア諸国からの輸出であり、東アジア諸国・
地域が続いた（36％、28件）（図６）。タイからの

輸出品の差止が最も多く（25件、全体の32％）、次
いで中国本土（21件、27％）、インドネシア（10件、
13％）であった。差止個体数で見ると中国本土が
輸出国として最も多く（435匹、全体の37％）、タ
イ（377匹、32％）、香港（140匹、12％）が続いた。

　輸出国・地域によって、差し止められた密輸個体
の分類群が異なる傾向が見られた。爬虫類は11の
国・地域から輸出され、件数、数量ともに中国本土
からの輸出が最も多かった（21件、428匹）（図７）。
香港からの輸出の差止は４件のみであったが、数量

は140匹と、中国本土に次いで多かった。より詳細
な分類レベルでみると、リクガメと淡水ガメが中国
本土、香港、および米国から輸出された個体の主な
構成要素であった一方、有隣目の種、特にオオトカ
ゲ科はインドネシアとフィリピンから主に持ち込ま

分類群別にみた輸出国・地域

違法取引の特徴
輸出国

取引経路（数量）→ 輸出国・地域 取引データなし
 輸入国・地域
  特定された地域

  領域紛争地域
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れた。生息国・地域ではないところから輸出された
種もいくつか確認され、一例に中国本土から日本に
輸出された、オーストラリア、インドネシアおよび
パプアニューギニアに生息するスッポンモドキ
Carettochelys insculpta、ならびに南アジアのいく
つかの国に生息するハミルトンガメGeoclemys 

hamiltoniiがあげられる。さらに、香港から輸出さ
れた種はすべて香港に生息しない種であり、中国本
土およびベトナムに生息するシナワニトカゲや、ミ
ャンマーのみに生息するヒラタヤマガメHeosemys 
depressaが含まれた。

　哺乳類に関しては、４カ国が輸出国として特定さ
れ、全22件のうち、タイが15件（173匹）と最も
多く、インドネシア（４件）が続いた（図８）。タ
イから輸出された霊長目のうち１種を除く全てがタ
イに生息しない種であり、レッサースローロリス

Nycticebus pygmaeusや、南米に生息する霊長目
（例：ピグミーマーモセットCallithrix pygmaea、ワ
タボウシタマリンSaguinus oedipus）、アフリカ南
部・中部に生息するガラゴGalago spp.が含まれた。

図７：2007〜2018年の間に日本税関によって差し止められた爬虫類の輸出国（N＝827匹）（参照：日本税関）。中国
本土からの輸出の差止が最も多かった

取引経路（数量）→ 輸出国・地域 取引データなし
 輸入国・地域
  特定された地域

  領域紛争地域
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　鳥類が含まれた押収事件９件のうち６件は、他の
哺乳類とともに輸出されていたこともあり、鳥類の
日本への輸送ルートは、哺乳類のルートと大部分で
重なっていた。タイ、インドネシア、およびシンガ

ポールが輸出国として特定された（それぞれ、６件、
２件、および１件）（図９）。特定されたすべての鳥
類の種について、日本への輸出国は分布上の生息国
であった。

図８：2007〜2018年の間に日本税関によって差し止められた哺乳類の輸出国（N＝219匹）（参照：日本税関）。タイ
からの輸出の差止が最も多かった

図９：2007〜2018年の間に日本税関によって差し止められた鳥類の輸出国（N＝65羽）（参照：日本税関）。タイから
の輸出の差止めが最も多かった

取引経路（数量）→ 輸出国・地域 取引データなし
 輸入国・地域
  特定された地域

  領域紛争地域

取引経路（数量）→ 輸出国・地域 取引データなし
 輸入国・地域
  特定された地域

  領域紛争地域
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　全78件の差止のうち、51件（65％）951匹は旅
客機（旅客の所持品・荷物）を介して輸送され、国
際郵便（24％：19件、189匹）、航空貨物（８％：

６件、11匹）、クルーズ船（３％：２件、10匹）が
続いた（図10）。

　図11が示すように、分類群によって輸送形態が
異なる傾向がみられた。哺乳類と鳥類の差止は全て
旅客機を利用した輸送であったが、爬虫類の差止に
は15件の国際郵便を含む他の輸送形態もあった。

クモ類、昆虫、魚類、および両生類の差止は限定的
であったが、総数が少なかった国際郵便または航空
貨物を利用したものであった。

輸送形態

 

航空貨物
８％

クルーズ船
３％

国際郵便
24％

旅客機＊

65％

図10：2007〜2018年の間に日本税関によって差し
止められたエキゾチックペットの輸送形態
（N＝78）（参照：日本税関）。

　　　＊ 旅客機は航空旅客の所持品・荷物を指す。
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図11：2007〜2018年の間に日本税関で差し
止められた動物の輸送形態を分類群
別に示した図（参照：日本税関）
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　2012年以降の差止記録は、日本のどの税関支署が
差し止めたかの情報を含んでおり、2012年から2018
年までの間の41件から12の税関支署が特定された

（図12）。場所は、成田国際空港が17件と最も多く、

関西国際空港（９件）、東京国際郵便局（５件）が続
いた。その他の特定された税関支署からは、１、２
件の差止報告に留まった。クルーズ船を利用した唯
一の差止は、最南端の県である沖縄で報告された。

差止場所

図12：2012〜2018年の間のエキゾチックペットの差止場所を示した日本地図。41件の差止を行なったとして12の税
関支署が特定された。場所は、成田国際空港が最も多かった

成田税関支署：
成田航空貨物出張所：

羽田税関支署：
東京外郵出張所：

中部空港税関支署：
中部外郵出張所：

関西空港税関支署：
大阪外郵出張所：

松山税関支署：

大阪税関

東京税関

東京税関

名古屋税関

沖縄地区税関

門司税関

神戸税関

那覇空港税関支署：
本関：

福岡空港税関支署：

15 

2

2

9

1

1
1

1

2 

5 

1 

1 
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2012年から2018年の間に日本税関によって差止められた41件に関する記録は、差止後の事件処理について
の情報を含んでいた（図13）。41件のうち25件（61％）は、税関による犯則調査、または警察との共同捜査
の対象となったが、残り16件（39％）に関しては、任意放棄、または輸出国・地域への個体の返送で処理さ
れた。なお、旅客機に続いて２番目に利用頻度の高い輸送形態であるにもかかわらず、国際郵便での差止が
一切、犯則調査の対象にならなかったことは特筆すべきである8。

8 関税法は20万円以下の金銭価値の国際郵便を申告の義務から免除していることに留意する必要がある。（https://www.customs.go.jp/tsukan/yubin/
yubin210216.htm）

輸出国・地域への
個体の返送
17％

任意放棄
22％ 犯則調査

61％

うち少なくとも
８件は告発された

図13：2012～2018年の間の日本税関によるエキゾ
チックペットの差止の事件処理の概要（参
照：日本税関）（N＝41）。事件処理に関する
情報は、2012年以降の記録に限定されてい
たことに留意

　犯則調査が行われた25件のうち少なくとも８件
は、容疑者の告発に至り、検察に送致されたことが
分かった。残りの17件に関する情報は入手できな
かった。告発が確認できた８件のうち７件は、関与
した容疑者の少なくとも１名の起訴が確認された。
2019年の日本税関の差止記録は、執筆時点でまだ

公開されていなかったが、税関による公式の報道発
表から、2019年１月にインドネシアから旅客機で
爬虫類を密輸した容疑者が告発され、その後起訴さ
れたことが分かった（事件12、表４）。これにより、
2012年以降に少なくとも合計８件が税関による差
止後、容疑者の起訴につながったことになる。

　水際で差し止められなかった密輸のうち、2007
年から2018年の間に他に４件（2007年、2008年、
2013年および2018年）、計６名の容疑者が関与し
た事件が、警察による国内での密輸個体の「合法的

な」販売（ロンダリング）の捜査、または密告をき
っかけとする捜査を通じて摘発されたことが本調査
のまとめから分かった。いずれも密輸の疑いで起訴
された（表４）。

警察による捜査

結果
法執行および司法の対応

調査から罰則に至るまで
日本税関による差止の犯則調査
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9 References：case １；毎日新聞 2008/ １/16「希少 ピグミースローロリス密輸」、共同通信 2008/ ６/12「希少サル密輸の男に実刑」東京地裁「保護
政策揺るがす」．２；毎日新聞2008/11/12「種の保存法違反：ペット店経営者を再逮捕 トカゲを密輸」、 特別非営利活動法人 トラ・ゾウ基金
2010/12/ ６「動物の愛護及び管理に関する法律の改正に関する要望書」https://www.jtef.jp/img_showcase/showcase_suggest_02_h.pdf ，
Lieutenant Fukuhara in litt., February 2020．３；読売新聞 2013/10/24 「ヒルヤモリ密輸容疑」、千葉日報 2013/10/24 「ペットショップ経営者逮捕 希
少ヤモリを密輸容疑」．４；読売新聞2014/ ２/25「バッグに希少動物クスクス、鳴き声で密輸発覚」．５；千葉日報2017/ ９/11「腹に絶滅恐れ「ス
ローロリス」４匹 密輸未遂容疑で運び屋？逮捕 千葉県警など」、読売新聞2017/ ９/12「腹に隠しサル密輸未遂容疑」、千葉日報2018/ １/16「希少
サル密輸に懲役２年６月求刑　千葉地検「反省全くみられず」」https://www.chibanippo.co.jp/news/national/468536．６；千葉日報オンライン
2018/ ５/12「動物密輸、鳴き声で発覚 白井の61歳男、容疑で逮捕 成田税関と空港署」https://www.chibanippo.co.jp/news/national/497988．７；
毎日新聞2018/ ５/ ９「〈カメ密輸〉容疑で男２人逮捕 絶滅危惧種39匹、関空で」、産経新聞2018/ ６/20「【衝撃事件の核心】「タートルショック」
カメ１匹40万円、カワウソ100万円…密輸絶えない希少野生動物」https://www.sankei.com/west/news/180620/wst1806200003-n1.html．８；千葉
日報2019/ ２/28「希少サル５匹密輸未遂 成田空港、鳴き声で発覚 男一人起訴」https://www.chibanippo.co.jp/news/national/574325．９；朝日新
聞2018/11/27「狙われるカワウソ」．10；毎日新聞2019/ ６/11「密輸のサルは新種？　成田空港でスーツケースから押収　カメやネズミも」
https://mainichi.jp/articles/20190611/k00/00m/040/205000c 、jiji.com2019/ ６/11「密輸のサル、新種の可能性＝成田空港で摘発−千葉県警」
https://www.jiji.com/jc/article?k=2019061100684&g=soc．11；jiji.com2019/ １/23「カワウソ密輸容疑で逮捕＝男２人、タイから５匹—警視庁など」、
朝日新聞2019/ １/23「カワウソ密輸「簡単なバイト」 バッグに３匹詰め込み…」．12；jiji.com 2019/ ４/ ３「鍋の中身はニシキヘビ＝密輸容疑で男
逮捕−大阪税関など」https://www.jiji.com/jc/article?k=2019040300934&g=soc

10 Scientific name：Radiated Tortoises Astrochelys radiata, Pygmy Slow Lorises Nycticebus pygmaeus, Desert Monitor Varanus griseus, Day Gecko 
Phelsuma spp., Northern Common Cuscus Phalanger orientalis, Malaian Civet Viverra tangalunga, Spotted Little Owl Athene brama, Collared Scops 
Owl Otus bakkamoena, Hawk-Eagle Spizaetus spp., Binturong Arctictis binturong, African Dormice Graphiurus spp., Four-toed Hedgehog Atelerix 
albiventris, Yellow Pond Turtle Mauremys mutica, Four-eyed Turtle Sacalia quadriocellata, Eastern Box Turtle Terrapene arolina, Chinese Box Turtle 
Cuora flavomarginata, Indochinese Box Turtle Cuora galbinifrons, Chinese Three-striped Box Turtle Cuora trifasciata, Keeled Box Turtle Cuora 
mouhotii, Reeves’ Turtle Mauremys reevesii, Sunda Slow Loris Nycticebus coucang, Pygmy Marmoset Callithrix pygmaea, Small-clawed Otter Aonyx 
cinerea, Galagos Galago spp., Common Marmoset Callithrix jacchus, Red-handed Tamarin Saguinus midas, African Spurred Tortoise Geochelone 
sulcate, Central Bearded Dragon Pogona vitticeps, Bamboo Rat Rhizomyini spp., African Dormice Graphiurus, Snake Serpentes, lizard Tiliqua spp.

No.9 押収日／密
輸発生日

輸出国／
（輸送形態）

押収個体10 

（ワシントン条約附属書）
被告人の人

数／違反

被告人の国籍
と性別，ID：
職業（年齢）

役割／判決
I＝懲役，P＝執行猶予， 

F＝罰金（一審判決）

2007年

1

２月28日

タイ（旅客機）

５ マダガスカルホシガメ（Ⅰ）

2
– 外為法
– 種の保存法
– 感染症法

日本人男性
A：タクシー運転
手（64）
B：無職（28）

両被告とも運び屋
I＝１年10月，F＝80万円
I＝１年６月，P＝３年， 
F＝40万円

（12/ ６/2008）

９月17日 ３ ピグミースローロリス（Ⅰ）

10月１日 ３ ピグミースローロリス（Ⅰ）

11月２日 ３ ピグミースローロリス（Ⅰ）

2008年

2 ５月 エジプト（航
空便） ３ サバクオオトカゲ（Ⅰ）

1
− 外為法
− 種の保存法

日本人男性
C：ペットショッ
プ経営者（37）

運び屋：I＝２年６月， 
P＝４年，F＝50万円

（４/ ３/2009）
2013年

3

６月11日
ドイツ（旅客
機） ９ ヒルヤモリ（Ⅱ） 1

− 外為法

日本人男性
D：ペットショ
ップ経営者（35）

運び屋：F＝30万円

９月16日

2014年

4 １月23日 シンガポール
（旅客機）

４ ハイイロクスクス（Ⅱ）
２ マレーシベット（NC）

2
関税法

日本人男性
E：動物取扱事業
者（48）
F：自営業（38）

判決不明

表４：エキゾチックペットの密輸に関する容疑で容疑者の起訴に至った事件の詳細（2007〜2019年）（参照：日本税
関、メディア報道）
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No.9 押収日／密
輸発生日

輸出国／
（輸送形態）

押収個体10 

（ワシントン条約附属書）
被告人の人

数／違反

被告人の国籍
と性別，ID：
職業（年齢）

役割／判決
I＝懲役，P＝執行猶予， 

F＝罰金（一審判決）

2017年

5 ４月７日 タイ（旅客機） ４ ピグミースローロリス（Ⅰ） 1
関税法

日本人男性
G：無職（54）

運び屋：I＝１年６月， 
P＝３年，F＝50万円

（関税法、６/ ３/2018）

6 ４月７日 タイ（旅客機）

12 インドコキンメフクロウ（Ⅱ）
２ インドオオコノハズク（Ⅱ）
１ クマタカ（Ⅱ）
１ ビントロング（Ⅲ）
６ アフリカヤマネ（NC）
２ ヨツユビハリネズミ（NC）

1
関税法

日本人男性
H：土木作業員

（61）

運び屋：I＝10月
（関税法、22/8/2019）

2018年

7 ３月29日 中国本土（旅
客機）

２ ミナミイシガメ（Ⅱ）
17 ヨツメイシガメ（Ⅱ）
６ カロリナハコガメ（Ⅱ）
２ セマルハコガメ（Ⅱ）
２ モエギハコガメ（Ⅱ）
１ ミスジハコガメ（Ⅱ）
７ ヒラセガメ（Ⅱ）
２ クサガメ（Ⅲ）

2
関税法

日本人男性
I：会社員（29）
J：会社員（28）

判決不明

8 ４月16日 タイ（旅客機） ４ スンダスローロリス（Ⅰ）
１ ピグミーマーモセット（Ⅱ）

1
関税法

日本人男性
K：測定器設計業

（71）

運び屋：I＝１年， 
P＝３年，F＝30万円

（関税法、９/ ４/2019）

9 ６月14日 タイ（旅客機） ３ コツメカワウソ（Ⅱ）
2
− 外為法
− 関税法

日本人男性
L：無職（52）
M：不明（22）

運び屋：（事件11を参照
のこと）
売人：I＝１年６月， 
P＝３年

10 ９月10日 タイ（旅客機）

２ ショウガラゴ（Ⅱ）
３ コモンマーモセット（Ⅱ）
１ アカテタマリン（Ⅱ）
４ ケヅメリクガメ（Ⅱ）
２ フトアゴヒゲトカゲ（NC）
４ タケネズミ（NC）
１ アフリカヤマネ（NC）

3
関税法

日本人男性
N：ペットショ
ップ経営者（68）
O：自動車電装
業（40）
P：塗装建設業

（40）

指示役：I＝１年８月， 
F＝100万円
仲介人：I＝４月，P＝３
年
運び屋：I＝６月，P＝３
年，F＝20万円

（関税法、26/ ８/2019）

11 10月４日 タイ（旅客機） ５ コツメカワウソ（Ⅱ） 2
関税法

日本人男性
L：無職（52）
Q：不明（24）

指示役：I＝２年，P＝４
年
運び屋：I＝１年６月， 
P＝３年

2019年

12 １月31日 インドネシア
（旅客機）

16 ヘビ（Ⅱ）
８ トカゲ（NC）

1
関税法

日本人男性
R：会社員（53）

運び屋：I＝１年６月， 
P＝３年，F＝30万円

（関税法、13/ ６/2019）

日本の税関で押収された事件は水色（８件）、警察による事件調査は着色なし（４件）
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2007年から2019年８月までの間に少なくとも合計12の事件が、日本税関による告発後（８件）、または税関
を通関してしまった後の警察の国内捜査（４件）によって、容疑者の起訴に至っていたことが分かった（表４）。
被告人の判決に関する情報は、２件（事件４および事件７）において確認ができなかった。税関による摘発
は全て関税法違反の疑いで起訴されたが、国内捜査で見つかったその他の４件は、外為法（事件３）、外為法
と関税法（事件９）、外為法と種の保存法（事件２）、または外為法、種の保存法および感染症法（事件１）の
違反として起訴された。後者の３件の事件については、どの法律の下で判決が下ったかの確認がとれなかっ
た。

　12件のうち８件は、2017年以降の直近３年間に
起きた密輸事件で、2018年が５件で最も件数が多
かった。タイからの哺乳類の密輸が過半数を占めて
いた（７件）。押収量の点では、中国本土から附属
書Ⅱの淡水ガメ８種合計39匹が2018年に密輸され
た事件（事件７）が最も多かった。

　2014年以降の密輸事件の推定価格を、本調査に
おいて収集された近年の小売価格に基づき算出し
た。事件ごとの押収品の推定価格は、最低120万円

（事件４）から、最高で520〜940万円（事件６）
に及んだ。

　特定された各事件における被告人の数は１名から
３名で、合計18名が特定された（表４）。このうち
14名については判決結果が確認でき、全員が有罪
判決を受けたことが分かった。被告人は全員日本人
であった。被告人の年齢および職業はさまざまであ
ったが、少なくとも４名はペットショップの経営者
である（あった）（ID：C、D、EおよびN）。１名は、
2018年の２つの事件に関与していたが（ID：事件
９および11におけるL）下った判決は一度のみであ
った。この被告人以外に４名が過去に日本または海
外で野生生物の違法取引事件に１件以上関与し、犯
罪履歴があることが分かった（ID：Dは、2017年
にニューカレドニアから79匹のヤモリGekkotaを密
輸 し よ う と し て 有 罪 判 決 を 受 け（franceinfo, 
2018）、Eは、2001年にインドネシアからシロビタ
イムジオウムCacatua goffinianaを密輸しようとし

て起訴され（Jiji, 2001; Nikkei, 2001）、Fは、2012
年（Japan Today, 2012） お よ び2017年（Asahi 
digital, 2018）に爬虫類の密輸未遂または密猟容疑
でオーストラリアおよび南アフリカにて有罪判決を
受け、Nは、密輸で３回、加えて国内の違法取引で
５回有罪判決を受けた（Yui Naruse, pers. Obs. 21st 
August 2019, trial hearing at Chiba District 
Court））。
　犯罪組織とのつながりが確認された事件が少なく
とも１件あり（事件９）、特殊詐欺グループがカワ
ウソの密輸事件の背後にいた可能性が指摘された
が、この事件で有罪判決を受けた２名はいずれも末
端の行為者、すなわち運び屋（L）と日本での密輸
動物の売人（M）であった。その他の事件からは、
犯罪組織との結びつきを示唆する明確な情報は得ら
れなかった。

被告人

起訴から有罪判決に至るまで
起訴事件の概要
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　多くの場合、告発が行われてから約２〜４カ月
後、または密輸・摘発から５〜10カ月後に裁判は完
結した。有罪判決を受けた14名のうち、３名には、
執行猶予なしの懲役刑が宣告された11（ID：A、Hお
よびN）。過去に野生生物の違法取引で有罪判決の
前科がある１名は、懲役１年８カ月、罰金100万円
の刑罰を科され（ID：N）、もう１名は、懲役１年
10カ月、罰金80万円を科された（ID：A）。残りの
１名は懲役10カ月であったが、判決言い渡し時点で
すでに同等期間を拘置所で過ごしていたため、刑が

宣告された後に釈放された（ID：H）。他10名は、３
年から４年の執行猶予を認められ、このうち猶予期
間中に違反したものがいるかどうかは不明である。
　７件の事件に関与した９名の被告人（ID：A、B、C、
D、G、K、N、PおよびR）に対して、罰金合計430
万円、それぞれに20〜100万円が科された。罰金
がその事件で押収された個体の合計市場推定価格を
上回った事件はなかった。2014年以降の４件の事
件について算出した押収品の推定市場価格に対する
罰金の比率は、13〜29％にとどまった。

11 日本の刑法の下では、３年以下の懲役・禁錮又は50万以下の罰金刑を宣告された者のうち指定条件を満たす者について、情状により、裁判が確定
した日から１年以上５年以下の期間、その刑の全部の執行を猶予することができる。

海外のメディア報道から、2007年以降に日本への密輸未遂で海外で摘発された事件が少なくとも28件あり、
合計1,207匹が、９の国・地域で押収されていたことが明らかになった（図14）。事件数が最も多かったのは、
オーストラリアの９件で、タイ（８件）、インドネシア（４件）が続いた。オーストラリア、インド、ニュー
カレドニア（フランス領）、アルゼンチン、ベネズエラ、および南アフリカといった、日本税関の差止記録で
は特定されなかった国・地域での報道が多く確認された。押収された分類群で最も多かったのは、爬虫類、
特にトカゲ科および淡水ガメであった。容疑者の国籍は、１件を除くすべてにおいて日本人であった。28件
のうち、25件は国際空港、２件は動物の捕獲現場、他１件は港が押収現場となっていた。

　押収された1,207匹のうち、少なくとも500匹（41
％）はワシントン条約非掲載種であった（表５）。
報道の情報からは種の特定が出来ない事例が多く

（「トカゲ」しか記載がないなど）、実際の非掲載種
の割合はこれより高い可能性がある。特に顕著な非
掲載種は、オーストラリアの国内法で保護されてい
る爬虫類のマツカサトカゲTiliqua rugosaで、2008
年から2019年の間に少なくとも８件で、合計110

匹が押収されている。日本のエキゾチックペット市
場で人気があるアカメカブトトカゲTribolonotus 
gracilisおよびアオジタトカゲTiliqua spp.もまた、
インドネシアで多数押収された。さらに、非掲載の
カブトムシが多数（合計で258を超える）、アルゼ
ンチン（2008年）およびベネズエラ（2018年）の
国際空港で押収されている。

ワシントン条約非掲載種の押収

結果
海外で報告された日本への密輸
事件の概要

判決
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果12 １南アフリカランド（ZAR） ＝ 0.069米ドル 、2019年１月26日時点

　氏名から判断して少なくとも４名の日本人容疑者
が、過去に野生動物の密猟または密輸（または密輸
未遂）で逮捕、もしくは有罪判決を受けたことがあ
る再犯者であり、うち２名は、１年の間に少なくと
も２回逮捕されていたことが分かった。その一例で
は、日本人男性が、日本の市場で人気のある様々な
爬虫類（ミドリニシキヘビMorelia viridisやマツカ
サ ト カ ゲ ） を2018年 ５ 月 に イ ン ド ネ シ ア か ら

（Tangerang Online, 2018）、および2019年６月に
オーストラリアから（The Japan Times, 2019）密
輸しようとして逮捕され、その後同年９月に、アル
マジロトカゲOuroborus cataphractusの違法捕獲に
よって南アフリカで有罪判決を受けていた（Times 
LIVE, 2019）。他の特徴的な事例として、犯罪組織
によって運び屋として利用されたと考えられる、若
い日本人女性容疑者の関与があげられる。その一例

に22歳の大学生がタイからカワウソを密輸しよう
として2017年に逮捕された事件（Nikkan Cyzo, 
2017）や、27歳の女性がオーストラリアから19匹
のマツカサトカゲを密輸しようとして2018年に有
罪判決を受けた事件がある（Sueie, 2019）。
　容疑者に最終的に科された刑に関する情報は一部
の事例でしか確認できなかったが、懲役刑を受けた
ことが分かった７名の容疑者のうち、５名は懲役１
年未満を科され、南アフリカでの事件に関与した他
２名に関しては長期の懲役刑または高額の罰金の選
択肢を与えられた（すなわち、13年の懲役または
100万南アフリカランド（69,000米ドル相当）12、
もう一方は懲役６年または30万南アフリカランド

（20,700米 ド ル 相 当 ） の 罰 金 ）（Sunday Times, 
2018）。

容疑者

和名 学名 押収国 個体数

マツカサトカゲ Tiliqua rugosa オーストラリア 110

クワガタ Lucanidae アルゼンチン、 
ベネズエラ 少なくとも258

カブトムシ Dynastinae

アカメカブトトカゲ Tribolonotus gracilis インドネシア 少なくとも65

アオジタトカゲ属 Tiliqua spp.（excluding T. ruogsa） インドネシア、 
オーストラリア 少なくとも44

ホカケトカゲ属 Hydrosaurus spp. フィリピン 8

ミズヘビ科 Nerodia フィリピン 6

ウッドチャック Marmota monax タイ 4

アフリカヤマネ Dipodidae タイ 4

アゴヒゲトカゲ属 Pogona spp. オーストラリア 1

ムカデ Chilopoda インド 不明

合計 少なくとも500

表５：日本が目的地であったと考えられる海外の密輸未遂事件から確認されたワシントン条約非掲載種（2020年４月
現在）のリスト（参照：メディア報道、2007〜2019年）

注意：押収された個体がワシントン条約掲載種であるか否かを判断するに十分な分類群上の情報を含んでいない報道が多かったため、下記の表
は実際に押収された非掲載種の一部のみである可能性が高い。



ニューカレドニアオーストラリア
南アフリカ

アルゼンチン

インドネシア

フィリピン
ベネズエラ

タイ

79匹少なくとも110匹53匹

約100件

トリ、ニシキヘビ、オオトカゲ、 
アカメカブトトカゲ　

メガネザル、 
オオトカゲなど

158匹

スッポンモドキ110匹、
カワウソ43匹、
スローロリス23匹など

1,（2017年）マツカサトカゲ
9,（2008-2019年）アルマジロトカゲ

2,（いずれも2017年）

カブトムシ
1,（2008年）

4,（2009, 2017, 2018年）

1,（2016年）
クワガタとカブトムシ
1,（2018年）

8,（2007-2017年）

インド
多様な爬虫類や無脊椎動物が 

野生から捕獲された
1,（2015年）
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図14：2007〜2019年の間に日本を目的地としたエキゾチックペットの密輸として海外で押収され、報告された主な事件
（参照：メディア報道）。丸印のサイズは報告された事件数を表しており、実際の件数は説明欄の押収の年の前に記
載した。地図上の印の位置は、実際の摘発場所ではなく、国のおおよその中点を示している
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2010年から2019年の間に、エキゾチックペットの日本からの違法輸出事件（７件）および日本を経由国とし
たとした事件（１件）、合計８件が確認され、１件を除くすべてが日本国外で摘発されたことが分かった（表
６）。摘発した国・地域には、米国、香港、ベルギー、中国本土、およびタイが含まれる。爬虫類が押収個体
の中で最も多く（643匹のカメおよびリクガメ）、127匹の昆虫（カブトムシ）および両生類（イモリ10匹）
が続いた。哺乳類、鳥類または魚類を含む事件は確認されなかった。

　日本の固有種であるニホンイシガメMauremys 
japonica（事件３、表６）、リュウキュウヤマガメ
Geoemyda japonica（事件６）、およびイボイモリ
Echinotriton andersoni（事件５）が絡んだ事件が
３件あった。このうち、イボイモリ以外はワシント
ン条約附属書Ⅱに掲載されている。日本は国内法で
イボイモリならびにリュウキュウヤマガメを（いず
れもIUCNレッドリストで絶滅危惧種（EN））を保
護対象とし、野生からの捕獲と輸出を禁止してい
る。日本の固有種ではないが、在来種のカブトムシ
Trypoxylus dichotomusもまた、2019年にタイで押
収されている（事件８）。

　押収個体数が最も多かった事件は2015年に日本
で摘発されたもので（事件４）、合計391匹の日本
在来の淡水ガメ（Mauremys japonicaとM. mutica 
kami）が、中部国際空港を出発しようとした２名
の中国人の手荷物から発見された（ペット目的だっ
たのか、食用目的だったのか、または両方であった
のかは不明である）。中国本土が関与したものとは
別に、香港では２度の摘発が確認されており、
2018年には日本からのリュウキュウヤマガメ約60
匹が押収されている（事件６）。この事件で逮捕さ
れた日本人容疑者には、香港の裁判所で懲役１年の
刑が宣告された（Asahi digital, 2019）。

結果
日本からの違法輸出
日本の固有種・在来種のアジア諸国への輸出
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No.13 事件発生
日

摘発した
国

押収された個体 摘発場所／発見場所 
容疑者／押収後和名 学名 押収個体数

1 2010年 
８月 アメリカ カメ Testudines 42

ホノルル国際空港／預け入れ
荷物 
日本人男性／逮捕

2 2011年 
１月７日 アメリカ

オオアタマガメ Platysternon 
megacephalum

合計55
ロサンゼルス国際空港 
日本人男性２名（39/49）／
起訴インドホシガメ Geochelone 

elegans

3 2015年 
５月 日本

ニホンイシガメ Mauremys 
japonica

合計391 中部国際空港／スーツケース 
中国国籍２名／告発なし

ミナミイシガメ* Mauremys 
mutica

4 2015年 
８月10日 香港 カメ Testudines 95 香港国際空港／国際貨物 

不明

5 2015年 
11月 ベルギー イボイモリ Echinotriton 

andersoni 10 ベルギー税関／貨物 
不明

6 2018年 
10月 香港 リュウキュウヤマガ

メ
Geoemyda 
japonica 60

香港国際空港／スーツケース 
日本人男性（43）／香港で有
罪判決（懲役１年）

7 2019年 
５月24日 中国本土

アトラスオオカブト Chalcosoma 
atlas

合計7 成都税関／国際郵便 
不明オウゴンオニクワガ

タ
Allotopus 
rosenbergi

8 2019年 
７月１日 タイ

カブトムシ Trypoxylus 
dichotomus 100 ドンムアン空港／スーツケー

ス 
日本人男性（44）／逮捕クワガタ Lucanidae 20

表６：メディア報道から確認した、2007〜2019年の間の日本からのエキゾチックペット違法輸出事件

※　個体は南西諸島固有亜種（M.mutica kami）であった可能性がある

13 References：case １；Los Angeles Times 2011/ ８/ １ “Japanese man pleads guilty to smuggling exotic turtles into LAX”．読売新聞 2011/ ６/6「希
少カメ 売買横行」．２；The United States Attorney’ s Office Central District of California（press release）2011/ １/10 “Japanese nationals arrested 
on charges of smuggling turtles and tortoises from Japan into the united states” , Los Angeles Times 2011/ １/11 “Eotic turtles seized at LAX in 
smuggling arrest” https://www.latimes.com/archives/la-xpm-2011-jan-11-la-me-0111-turtle-smuggle-20110111-story.html．３；朝日新聞2015/ ５
/25「スーツケースにカメ400匹 絶滅危惧、密輸未遂の疑い」、中日新聞2015/ ５/25「密輸？カメ400匹押収 中部空港 男女が出国試みる」．４；
Government of Hong Kong（press release）2015/ ８/10 “Hong Kong Customs seized turtles at airport（with photo）” https://www.info.gov.hk/gia/
general/201508/10/P201508100800.htm．５；沖縄タイムス 2016/ ７/15 “密輸された天然記念物のイモリ、ベルギーから沖縄に戻る” https://www.
okinawatimes.co.jp/articles/-/54358．６；NHK NEWS WEB 2018/12/ ７ 「沖縄にだけ生息の希少カメ 香港に大量密輸」、朝日新聞2019/ ５/ ７「手荷
物にカメ60匹　「密輸中継地」で日本人に実刑判決」https://www.asahi.com/articles/ASM573SMYM57UHBI01G.html．７；AFP BB NEWS 2019/ ５
/24「国際郵便物の中から生きているカブトムシ 発送元は日本、成都税関で発見」 https://www.afpbb.com/articles/-/3226469．８；産経新聞2019/
７/ ３ 「カブトムシ密輸の男逮捕　タイの空港、繁殖目的か」 https://www.sankei.com/world/news/190703/wor1907030020-n1.html .
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日本税関の差止
税関の差止記録とそれが意味するもの：発見率

　日本税関によって2007年から2018年の間に輸入
時に差し止められたワシントン条約掲載種のうち、
エキゾチックペットとして利用される動物の差止が
合計78件、1,161匹報告されており、年間の差止件
数は2008年以降、10件を下回っていることが明ら
かになった。押収に関するデータの解釈は、実際に
行われている密輸の規模が未知であること、および
法執行努力が一様でないことから困難である。しか
し、日本がすべてのワシントン条約差止記録を公開
していることを考慮すると、上記の日本税関による
差止件数の水準は、主要な消費市場にしては決して
多い数ではないと考えられる。大まかな規模の比較
を例に挙げると、日本が報告したワシントン条約掲
載種の生きた動物の合法輸入量は、エキゾチックペ
ットの主要消費国のひとつである米国の当該輸入量

（CITES Dashboard：2013〜2017年、全目的）の少
なくとも15％（爬虫類についてであり、他の分類
群ではこれより高かった）であった。しかし、本調
査において集計された日本での差止数量は、同期間
に米国により報告された比較可能な押収個体数

（CITES Trade Database14）のわずか２％に留まった。
法執行努力以外の要因がこの差異に影響を与えてい
る可能性もあるが、象牙などの他のワシントン条約
掲載種に関する日本の摘発状況が決して高いとは評
価されていないことは注目に値する（Kitade and 
Nishino, 2017; Milliken et al., 2016）。

差止の規模および価格：日本の合法市場でロンダリ
ングすることで生み出される利益

　差止の多く（54％）は１件あたりの数量が５匹

以下の小規模なものであった。この数字は、一度に
百以上、時に千以上もの生きた動物を含む押収が
多々ある中国本土や香港などの他のアジア諸国・地
域の大規模な押収と比べるとかなり小規模である

（Utermohlen and Baine, 2018）。しかし、日本での
差止は、市場推定価格でみると１件あたり平均150
〜350万円という高額な金銭的価値を伴っていた。
　2014年から2018年にかけて日本税関によって差
し止められた個体の合計市場推定価格15は、5,400
万〜１億2,500万円に達した。国内の合法市場規模
の正確な推定が難しいため、金額の有意義な比較は
出来ないが、差止記録から特定されたすべての種に
対して合法市場における小売価格が見つかったとい
う事実は、日本の国内合法市場の存在が密輸を成り
立たせるうえで重要な役割を担っていることを示唆
する。差止記録は日本の国境を通って実際に密輸入
された量の一部に過ぎないことから、日本税関によ
る差止個体の推定価格は、おそらく、密輸されたエ
キゾチックペットの日本の国内市場でのロンダリン
グにより生み出されている犯罪収益のごく一部でし
かないと考えられる。

違法取引のパターン
輸入国としての日本：国際的なフットプリントと公
衆衛生に対する影響

　海外のメディア報道による情報から、日本が多種
多様な野生生物の密輸の目的地となっていることが
明らかになった。2007年から2018年までの間に日
本税関によって差し止められた1,161匹のうち、ワ
シントン条約附属書Ⅱ掲載種が91％、附属書I掲載
種が５％、附属書Ⅲ掲載種は３％であった。爬虫類
が71％と大部分を占め、哺乳類19％、鳥類６％と
続いた。直接の輸出国として特定された13の国・
地域のうち、東南アジア（55％）および東アジア（36
％）からの輸出が特に多く確認された。海外での押
収に関するメディア報道は完全からは程遠いもの

14 米国は、ソースコード「Ⅰ」を使用して.没収および押収をワシントン条約事務局に報告している。2007年から2018年にかけて米国は生きた哺乳類、
鳥類、爬虫類、両生類、魚類、節足動物、および クモ類（すべての目的コード）の52,164個体、922件の押収を報告している。 

15 押収個体は、密輸されたものだが、それらが税関によって摘発、押収されずに水際の取り締まりを通過してしまえば、日本の国内市場において合法
的に取引することができるという、無規制な状態となっている。
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の、少なくとも1,207匹が28件の事件で押収され、
日本税関の差止記録では特定されなかった国（オー
ストラリア、南アフリカ、南アメリカの国々など）
における日本人の密輸関与に加え、多数のワシント
ン条約非掲載種（オーストラリア固有の爬虫類や南
米のカブトムシ）が密輸の標的となっていたことを
明らかにした。特に、生息国において国内法で保護
されているワシントン条約非掲載種が密輸されてい
るという事実は、国際的な違法取引撲滅のためにワ
シントン条約でも保護する必要性について警鐘を鳴
らしている。
　エキゾチックペットの密輸には、関係する国に与
える明らかな保全上および社会経済的影響に加え、
動物由来感染症の伝播リスクという、重大な公衆衛
生上の懸念が潜んでいる。本調査は、感染症法によ
り輸入が厳しく禁止されている、185匹の霊長類と
10匹のコウモリのワシントン条約違反による差止
があったことを明らかにした。これらの動物は、エ
ボ ラ 出 血 熱（ コ ウ モ リ や 霊 長 類 ） や、SARS、
MERS、および直近ではCOVID-19（おそらくコウ
モリ）を含む感染症を人間の間で蔓延させる可能性
のある病原菌の潜在的な宿主または媒介者として知
られている（Andersen et al. , 2020; WHO, 2019、
2020 a、2020 b）。様々な動物由来感染症のリスク
を伴うこうした種を含む動物の違法取引が確認され
たことは、市民の間での問題認識向上、および日本
や諸外国におけるエキゾチックペット取引の新たな
規制枠組みを早急に整える必要があることを示して
いる。

違法取引のルート：アジアの主要な取引ハブ—タ
イ、香港、および中国本土

　差止記録は、日本に向けた密輸品の直接の輸出
国・地域を示しているが、本調査で多く確認された
タイ、中国本土、および香港は、生きた動物を含む
様々な野生生物の取引拠点としてよく知られている

（OECD, 2019; Phassaraudomsak and Krishnasamy, 
2018）。日本税関の差止記録では、タイが哺乳類と
鳥類の主要な輸出国であったが、特定された哺乳類
種のうち１種を除くすべてが、南米かアフリカに生
息する種、つまりタイには生息しない種であった。

中国本土および香港に関しては、他地域から密輸さ
れたリクガメや淡水ガメが流入するハブとなってい
る こ と で 知 ら れ て い る（Inglis et al. , 2018; 
Utermohlen and Baine, 2018）。さらに、最近の警
視庁による密輸事件の報道発表（2019年11月）で
は、2017年と2018年にオーストラリア固有の２匹
のペレンティーオオトカゲVaranus giganteusが香
港から密輸されており、ここでも香港の役割が強調
された（Nippon TV, 2019）。一方、本調査の分析
からは、生息国から直接日本に向けた密輸も発生し
ていることが示され、インドネシア、オーストラリ
ア、および南アフリカからの爬虫類の密輸がこれに
該当すると思われる。

輸送形態：主要な国際空港に入港する旅客機

　日本税関の輸入差止が行われた輸送形態は、65
％が旅客機（旅客の所持品・荷物）、続いて国際郵
便24％、航空貨物８％、およびクルーズ船３％で
あることが明らかになった。差止場所に関しては、
大都市圏（すなわち、首都圏東京と大阪）の主要な
国際空港および国際郵便局に集中していた。島国の
日本に向けては、旅客機が生きた動物、特に恒温動
物である哺乳類と鳥類の密輸に最も適した輸送方法
となっていると考えられる。航空貨物の差止は、は
るかに頻度が少なく、魚類と両生類の差止であっ
た。主要な国際空港での差止が多いのは、往来の多
さを単に映していると考えられる：日本で最も利用
の多い成田国際空港には、2018年に国際線で3,300
万人、貨物200万トン以上が発着しており、当然の
ことながらエキゾチックペットの差止実績も最多を
記録した。次に頻度が高かったのはエキゾチックペ
ットの差止件数が２番目に多かった関西国際空港で
あった（Ministry of Land, Infrastructure, Transport 
and Tourism（MLIT, 2020b））。一般的傾向として、
人・貨物の出入りが盛んな主要な国際空港が、密輸
の目的地になっていると考えられる。他の空港での
押収は限定的であったが、2012年から2017年にか
けて地方空港外国人利用者が３倍になっており、今
後も政府が地方空港への国際便の増加を検討してい
ることから（MLIT, 2017）、改めてリスクアセスメ
ントが求められる。同様に、航空貨物の差止が限ら
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れていたことから、航空貨物での発見、検査、その
他のセキュリティ対策のキャパシティを正確に把握
するためのレビューも実施していく必要がある。

輸送形態：東アジアをつなぐクルーズ船と国際郵便

　海上輸送における唯一の差止は、日本の最南端の
県沖縄の税関支署によって摘発された、クルーズ船
を利用した中国人による爬虫類の密輸であった。一
般に海上輸送は、移動に時間がかかるため、生きた
動物の密輸には不向きとも言えるが、近隣のアジア
諸国をつなぐクルーズ船は密輸の新たなルートとな
っている可能性があり、特に日本南西部と東アジア
をつなぐ航路を中心に、日本の港に入港する隻数は
2013年から2018年の間に約３倍に増加しているこ
とも背景にあると思われる（MLIT, 2020a）。実際、
近年にはいってクルーズ船を利用した、香港、台湾
および中国本土を含む東アジアからの金や薬物の密
輸が多く摘発されている（Japan Customs, 2017, 
2018）。
　国際郵便における差止は旅客機の次に多く、爬虫
類、クモ、および昆虫の輸送に利用されていた。国
際郵便は、航空輸送と海上輸送のいずれかで配送さ
れるが、EMSなどの速達便が生きた動物の密輸によ
り頻繁に利用されている可能性があり、クーリエや
ロジスティクスサービス（日本税関の記録上現在は
商業航空（航空貨物）として分類される）もまた、
これらの種の違法取引に利用されている可能性があ
る。

差止が少なかった分類群：両生類、魚類、昆虫およ
びクモ類

　両生類、魚類、昆虫およびクモの差止は、日本税
関の記録上、稀であった。しかし、海外の押収報告
から、南米で摘発された少なくとも２件の日本に向
けた密輸未遂事件から多数のカブトムシが押収され
ていたことが明らかになっており、昆虫が実際には
日本へ密輸されているが十分に摘発されていないだ
けである可能性が示唆される。最近の報道において
も、日本市場の需要を満たすため、海外で昆虫が密
輸業者によって狙われていることが指摘されている

（Actman, 2019b; Berton, 2020）。両生類および魚

類の違法取引に関する情報は少ないが、これらの分
類群に関しても日本の国内市場は今もなお活発であ
ることから、取引動向や国内での販売状況の評価を
通じて、違法あるいは持続可能でない取引により影
響を受けている種や国を特定する必要がある。

原産国・経由国としての日本：狙われる日本の固有
種

　日本からのエキゾチックペットの違法輸出の記録
は限られていたが、国際的なエキゾチックペット市
場における原産国または経由国としての日本のもう
ひとつの役割を明らかにした。特に、日本の固有種
が密輸される懸念すべき事例が、メディア報道によ
ると調査期間中で最も古いものでは2015年に見つ
かっている。標的となった爬虫類と両生類の多くは
日本の南西諸島の固有種で、TRAFFICはこれまで調
査を通じて、国の法律または地方条令によって保護
されている種が国際的に活発に取引されていること
を明らかにし、ワシントン条約附属書Ⅲ掲載を含む
保護の強化を提言してきた（Janssen and Shepherd, 
2019; Wakao, 2018）。また日本在来のカブトムシ
の違法輸出に関する報道も2019年に初めて見つか
り、これまで調査されてこなかったこれらの種につ
いても取引のモニタリングに力を入れる必要性を示
唆している。

法執行上の課題
水際での摘発：効率的な摘発に必要となる協力

　税関がすべての密輸を阻止することは必然的に不
可能であり、日本税関にとって状況は年々厳しさを
増している。過去30年で海外からの来訪者数は10
倍以上、輸出入の申告に関しては５倍に増加し

（Japan Customs, 2019）、税関のリソースはこれへ
の対処で使い果たされていると言える。エキゾチッ
クペットの差止件数は限定的である一方で、国内市
場における爬虫類などの人気上昇に伴い（Wakao 
et al. , 2018）、今後違法取引は増えていく可能性が
ある。税関に十分なリソースを確保することに加
え、現在の人材、財源、および技術的な不足を補う
ためのキャパシティアセスメントの実施を検討する
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必要がある。新たな対策は、現存の能力と技術を最
大限に活用し、より効率的な摘発を可能にするもの
でなくてはならない。特に、アジア地域における国
際的な法執行面での協力、および違法取引の疑いの
ある活動を見つけ出し報告するために、NGOを含
む市民社会や輸送業界との連携を強化していくこと
が強く推奨される。地域における協力の例には、欧
州での施策として開発され、アフリカ地域において
も導入された野生生物取引に係わる情報交換プラッ
ト フ ォ ー ム（TWIX） が あ げ ら れ る（TRAFFIC, 
2020）。輸送業界の積極的な参加は、バッキンガム
宮殿宣言やROUTESパートナーシップなどの国際的
なイニシアティブを通じてすでに広がりを見せ、日
本においても航空企業の取組が始まっているが

（TRAFFIC, 2019a）、今後はさらなる連携強化が期
待される。

税関および警察による犯罪捜査と告発：過去10年
にみられる対応姿勢の強化

　犯罪捜査の実施状況を評価するために得られた情
報は限定的であったが、2007年以降、税関によっ
て、あるいは警察との共同の捜査によって容疑者の
告発に至った密輸事件が合計で少なくとも12件特
定されており、うち８件は2017年以降に起きた事
件であった。12件のうち８件が日本税関の犯則調
査を経て告発につながったという事実は、関税法で
は、情状が懲役刑に処すものではないとされる場合
に、刑事告発ではなく通告処分として処理されるこ
とを踏まえると、エキゾチックペットの密輸がより
悪質な犯罪として扱われるようになったことがうか
がえる。これは、社会の認識の高まりに加えて、税
関による取り締まりをかいくぐり密輸に成功した容
疑者を国内で捜査・刑事告発する警察の積極的な取
り組みの姿勢に後押しされ、日本の税関職員が水際
で摘発した密輸事件も、同様に重い罪として扱う必
要性が生じた結果と考えられる。処罰の厳格化がう
かがえる他の要素として、附属書Ⅰ掲載種に比べて
はるかに軽微な違反として処理されてきた附属書Ⅱ
掲載種が対象の事例において、告発や起訴に至って
いるものが増えたことがあげられる。2000年代ま
で、附属書Ⅱ掲載種の差止はほとんど刑事事件とし

て 犯 則 調 査 の 対 象 と さ れ て こ な か っ た（Mr. 
Masayuki Sakamoto, pers comm. , 13th March, 
2020）。
　しかしながら、全体としては、調査の対象期間に
日本で刑事事件として告発されたことが確認できた
事件数は限定的であった。また、入手可能な情報が
限られていたため、より踏み込んだ評価は困難であ
った。それでも今後注意を払うべき側面として、税
関の通告処分を通じて科される罰金が（2014年から
2018年にかけて罰金処理された可能性のある事件
は最大で17件）、犯罪の重大性と密輸した動物の金
銭的価値に釣り合っているかどうかを評価すること
が挙げられる。さらに、水際で摘発されなかった事件
を明るみに出す警察の役割の重要性を踏まえ、密輸
事件を捜査し起訴する際に警察が直面する課題につ
いても、今後より詳細に評価していく必要がある。

捜査上の課題：国際郵便の抜け穴

　具体的な課題のひとつに、犯人を容易に特定でき
ない国際郵便による密輸があげられる。事実、本調
査の差止記録の分析からも、国際郵便が輸送形態と
して２番目に多かったにもかかわらず、容疑者の告
発が確認された事件のうち、国際郵便を利用した事
件は１件もなかったことが明らかとなった。このう
ち２件では、合計で推定価格が310万円となる26
頭のオオトカゲが差し止められているが、個体の任
意放棄で処理されている。さらに、関税法では、内
容品の価格が一定金額に満たない国際郵便物に関し
ては輸出入の申告を免除していることが抜け穴とな
り、関税法違反での差止が困難になっている。これ
には、積極的な捜査を通して密輸を他の関連法のも
とで立件することで対処していく必要がある（Chief 
Inspector, Fukuhara, Tokyo Metropolitan Police, 
pers. comm. 23rd October, 2019）。また、税関で一
般的に課題となっているのが、種の迅速な特定が困
難という点であり、これは特に容疑者が海外からの
一時来訪者であるような時間的制約がある事件の
際、一層深刻な問題となってくる。

捜査上の課題：犯罪ネットワークへの対処

　関税法違反の罪で告発されたのは実際に密輸を行
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った運び屋に概ね限られていたことから、密輸に関
与した他の容疑者を特定し、告発につなげていくこ
とも今後取り組むべき課題のひとつと言える。海外
の事例の中には実際に、裏組織により「アルバイト」
として紹介され密輸に手を染めたと示唆される若い
日本人女性がタイとオーストラリアで逮捕された事
件も含まれ、犯罪ネットワークとのつながりがある
可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る（Nikkan Cyzo, 2017; 
Sueie, 2019）。さらに、2018年のカワウソの密輸
に関する国内での警察による捜査は、密輸に直接関
わった容疑者が、特殊詐欺グループ、すなわち組織
化された犯罪ネットワークのメンバーと接触してい
た可能性を明らかにしているが、その組織を法の下
で審理するには至っていない。こういった組織犯罪
に対抗するには、「follow-the-money（金の動きを
追え）」アプローチ等を駆使した一段と連携が求め
られる捜査とともに、場合に応じて、「組織的な犯
罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律」など、
他の法規制をうまく適用していくことが必要であ
る。

司法の対応：再犯の抑止力になっていない刑罰

　司法対応に関する情報は容易に入手できなかった
が、結果が分かっている10の事件における14名の
被告人すべてが有罪となったことが明らかになり、
有罪判決率は高かった。しかし、少なくとも４名の
被告人には、日本または海外のいずれかにおいてエ
キゾチックペットの密輸で起訴・有罪判決を受けた
前科・前歴があったという事実は、こうした悪質な
犯罪に対して、国内外の法執行全体が抑止力として
十分でないことを示している。その一因に、刑罰の
軽さがあると考えられる。国内では、14名の被告
人のうち、３名のみが執行猶予なしの懲役判決を受
け、最も重いものでも１年10カ月の懲役刑および
80万円の罰金というものであった。８名の被告人
は、平均して約47万８千円の罰金刑を受けた。量
刑は、刑法によって適切な判断基準が定められ、法
定刑に応じて決定されるが、日本の司法機関におい
て野生生物犯罪に関する認知・知見が十分にない現
状を考慮すると（Dr. Yoshihiro Tanaka, University 
of Niigata, pers. comm. 29th October, 2019）、深刻

化する野生生物の違法取引がもたらす社会経済的影
響や、潜在的な公衆衛生面のリスクを、量刑により
的確に反映する余地があると思われる。よって、司
法セクター関係者の野生生物犯罪に対する認識強化
が望まれ、諸外国における先行事例からそのノウハ
ウを活用できる部分もあると思われる（例えば、

（T R A F F I C ,  2019b ,  2019c ;  U n i t e d S t a t e s 
Department of Justice, 2015））。法律面では、改正
関税法（2018年）で、密輸品の金銭的価値がより
的確に罰則に反映される形となったことから、量刑
を重くする機会のひとつと捉えられる。

法的枠組みと国内市場：阻止すべきロンダリング

　法執行機関による密輸への対抗努力は、わずかな
法規制で密輸個体の容易なロンダリングを許してい
る日本の国内エキゾチックペット市場では実を結ば
ない。国内市場に適用される現在の法的枠組みで
は、密輸されたことを立証するに十分な直接的証拠
が揃っていない限り、国内で取引される個体（ワシ
ントン条約附属書Ⅰ掲載種で、種の保存法により保
護されているものを除く）の合法性を問うことがで
きない。警察の国内捜査によって起訴につながった
成功事例が少なくとも４件確認された一方、特に合
法的な輸入記録または国内繁殖の実績がある種で
は、立件に結びつけるのが依然として非常に難し
い。動物取扱事業者を規制する動物愛護管理法に
も、事業者により調達または取引されている絶滅の
おそれのある種の合法性やトレーサビリティを確保
するための効果的な規定が存在しない。法の抜け穴
をふさぎ、違法行為への抑止力を高めるためには、
法的枠組みの徹底的な見直しが必須である。同様
に、エキゾチックペット業界、ならびに獣医師やエ
キゾチックペット用の商品や保険を扱う企業を含む
その他の関連セクターは、エキゾチックペットの密
輸とロンダリングを効果的に防止し、撲滅するため
の自主的な対策を導入するべきである。
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　データおよびアクセス可能な情報に制限はあった
ものの、本調査の結果はいくつかの重要な要素を明
らかにした。最初に、差止記録の分析は、アジア地
域がエキゾチックペット取引の重要なハブとなって
いることを提示し、国境を越えて行われる違法取引
を効果的に、厳しく取り締まるには政府間の協力が
極めて重要となることを強調した。司法セクターを
含む日本の法執行機関は、エキゾチックペットの密
輸に対抗するために協力体制の構築、対応能力の強
化、および認識の向上を目指す必要があり、かかる

取り組みは、国レベルの取り組みにより主導される
こと、ならびに民間部門（輸送業界、オンライン企
業やエキゾチックペット取扱事業者）やNGOを含
む幅広い市民社会を動員し、セクターを越えた協力
により支えられるべきである。最後に、国内市場に
紛れ込む密輸個体のロンダリング問題に対策を講じ
ていくことも、エキゾチックペットの密輸に対抗す
るうえで極めて重要である。

したがってTRAFFICは以下を提言する。

結論

国際および地域レベルの法執行協力

日本での法執行

日本および国際的なエキゾチックペットの違法取引により影響を受けている国・地域、特にアジア地
域の法執行機関は以下を行うべきである：

日本政府は以下を行うべきである：

✓ エキゾチックペットの違法取引撲滅に向け、新たなあるいは既存の二国間・多国間の枠組みを構
築・発展させ、国家間の執行協力体制を強化すること

✓ 情報交換と協力を円滑に行うため、欧州およびアフリカ地域で導入されている「野生生物取引に
係わる情報交換プラットフォーム（Trade in Wildlife Information eXchanges：TWIXs）」と類似
するツールの開発をアジアにおいても検討すること

✓ 現状評価、キャパシティアセスメント、対話、合同研修などを通じて関係当局間の法執行協力体
制を構築するとともに、タスクフォースを立ち上げてエキゾチックペット違法取引を含む野生生
物犯罪に対処するための国家行動計画を策定し、実行すること

✓ 法執行機関による野生生物の違法取引の摘発、種の識別、捜査、および円滑な司法プロセスを支
援するため、専門家、NGOおよび関連セクター（例：輸送、金融、オンライン、および野生生
物取扱事業者）などの市民社会を動員し、正式な協力体制に組み込むこと

✓ キャパシティアセスメントに基づき、執行機関に十分な人的資源および財源を割り当て、国内お
よび国際連携を通じた野生生物の違法取引に対する刑事司法の対応が一層効果的になるようにす
ること

提言：

提言：

1

2
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ワシントン条約と国内法

日本での法執行

日本政府ならびに政策決定者は以下を行うべきである：

日本の司法セクターは以下を行うべきである：

日本の法執行機関（税関と警察）は以下を行うべきである：

✓ ワシントン条約に関する国内法および野生生物の違法取引に関わる他の法律について、罰則のレ
ベルを含む現行の枠組みのレビューを行い、抑止力を高めるために可能な対策を検討すること

✓ 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（種の保存法）および「動物の愛護及
び管理に関する法律」（動物愛護管理法）を含む国内取引規制の枠組みのレビューを行い、違法
に取得した個体の国内市場へのロンダリングを防止するための効果的な対策を検討すること

✓ 検察官、裁判官、ならびに裁判員が野生生物の違法取引の重大さと影響をより良く認識するため
の適切な方法（正式な研修に追加など）を検討すること

✓ 野生生物犯罪における司法の対応の評価を促し、違法行為への抑止力を高めるため、法律でも認
められているように、一般市民が刑事事件の確定記録に容易にアクセスできるようにすること

✓ 野生生物の違法取引に関する職員の問題認識および、摘発・調査能力を高めるため、協力体制強
化に向けた当局間の対話や合同研修を含むさらなる能力開発を実施すること

✓ 密輸のルートになりやすい場所や現在対応が不十分と考えられる輸送手段に重点を置いた税関の
キャパシティアセスメントを実施し、新たな財源・人的資源の配置および摘発を後押しする技術
の導入を進めること

✓ 刑事司法対応の妨げとなっている、関税法の抜け穴を利用した国際郵便による密輸に対抗するた
めの施策（他の法律を適用するなど）を確立すること

✓ エキゾチックペットおよびその他の野生生物の違法取引に関与する犯罪ネットワークの取り締ま
り能力を高めるため、プロファイリングや情報活動に基づく監視、金融捜査、ならびに該当する
場合は犯罪収益の没収のための告発といったアプローチを最大限に活用すること

✓ 一般市民が違法取引の傾向と裁判結果を知ることができるよう、ワシントン条約違反として刑事
告発されたすべての事件に関する基礎情報を一般市民に公開すること

提言：

提言：

3
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エキゾチックペット違法取引により影響を受けている種を、生息国の法令のみで保護している政府は
以下を行うべきである：

✓ 日本などの輸入国の水際での取り締まりを可能にするため、影響を受けている種のワシントン条
約附属書Ⅲへの掲載を早急に検討すること

市民社会

国際NGOおよび日本のNGOは以下を行うべきである：

✓ 以下を通じて、効果的な法執行を支援すること：１）国際協力、関係当局間の協力の促進、２）
研修および技術・情報共有を通じた専門的支援、３）市民および民間企業の動員、４）野生生物
の違法取引のモニタリングと通報

✓ 司法の対応能力と刑罰を通じた抑止力の評価を促進するため、野生生物犯罪事件に対する法執行
および司法の対応を裁判の追跡を通じてモニタリングすること

✓ 継続的な取引と市場のモニタリングを行い、最新の取引動向およびペット需要の傾向を探り、と
りわけこれまでに押収報告が比較的少ないとされる分類群、場所、経路、および輸送手段に関し
ても実態の把握に努めること

提言：
4

日本のエキゾチックペット業界および関連するステークホルダー（獣医師やエキゾチックペット用品
や保険を取り扱う企業など）は以下を行うべきである：

✓ 密輸に対し以下を通じ、密輸に対するゼロ・トレランス方針を導入すること：１）売買される動
物のトレーサビリティおよび入手経路の合法性の証明のための仕組みの確立、２）野生生物犯罪
に関与した個人や事業者による市場やサービスへのアクセス制限

✓ 疑わしい活動を積極的に法執行機関に通報し、効果的な捜査が可能となるよう支援すること

✓ 動物由来感染症のリスクを軽減するため、生きた動物の輸出入および国内販売の管理に関わる現
行の規制のレビューを行い、強化を検討すること

✓ ワシントン条約、種の保存法、または地方自治体条令の対象種に追加することで、エキゾチック
ペット違法取引により影響を受けている日本の絶滅のおそれのある在来種を緊急に十分な法的保
護の対象とすること
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輸送業界（航空、海運、および物流会社）は以下を行うべきである。

✓ 企業および業界理念、指導方針やベストプラクティス事例に野生生物の違法取引への対策を盛り
込み、法執行機関への情報提供や現場の法執行機関との連携を導入すること

✓ 職員が野生生物の違法取引を発見し法執行機関へ報告するために必要な知識とスキルを身に付け
るよう、普及啓発および各部署の役割に特化した研修（ROUTESパートナーシップ*などを通じ）
を実施するとともに、既存の研修プログラムに組み込むこと

＊ ROUTESパートナーシップについて
米国国際開発庁（USAID）絶滅のおそれのある種の違法な輸送削減に関する取り組み（ROUTES）は、
野生生物の違法取引を撲滅するため、輸送および物流会社、政府機関、開発機関、法執行機関、保全
団体、およびドナーの連携を通じて、野生生物の密猟や関連する犯罪活動に世界的に団結して取り組
んでいる。詳細情報や資料は以下で確認することができる：www.routespartnership.org.
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和名 学名
ワシント
ン条約附

属書＊

押収個
体数

最低推定価格
（日本円）

最高推定価格
（日本円）

爬虫類

シナワニトカゲ Shinisaurus crocodilurus Ⅰ，Ⅱ 134 54,000 128,000

ヨツメイシガメ Sacalia quadriocellata Ⅱ，Ⅲ 38 26,800 95,000

マダラスナボア Eryx miliaris Ⅱ 30 − −

マレーハコガメ Cuora amboinensis Ⅱ 21 12,000 28,000

スッポンモドキ Carettochelys insculpta Ⅱ 18 19,800 398,000

ヒラセガメ Cuora mouhotii Ⅱ 17 50,000 140,000

ミナミイシガメ Mauremys mutica Ⅱ 15 3,218 9,800

スペングラーヤマガメ Geoemyda spengleri Ⅱ 9 19,900 55,000

ヒラタヤマガメ Heosemys depressa Ⅱ 8 98,000 398,000

ジャノメイシガメ Sacalia bealei Ⅱ，Ⅲ 7 − −

ミドリニシキヘビ Morelia viridis Ⅱ 7 18,000 69,800

カロリナハコガメ Terrapene carolina Ⅱ 6 48,000 130,000

ハミルトンクサガメ Geoclemys hamiltonii Ⅰ 6 69,800 328,000

クサガメ Mauremys reevesii Ⅲ 6 1,000 2,800

コガネオオトカゲ Varanus melinus Ⅱ 6 44,800 128,000

ヒジリガメ Heosemys annandalii Ⅱ 6 9,800 38,000

インドホシガメ Geochelone elegans Ⅱ 5 − −

アオホソオオトカゲ Varanus macraei Ⅱ 4 94,500 198,000

ケヅメリクガメ Geochelone sulcata Ⅱ 4 14,000 98,000

ミドリホソオオトカゲ Varanus prasinus Ⅱ 3 49,800 105,840

マダガスカルホシガメ Astrochelys radiata Ⅰ 3 598,000 2,800,000

ヨジリオオトカゲ Varanus timorensis Ⅱ 2 19,800 22,800

セマルハコガメ Cuora flavomarginata Ⅱ 2 19,800 100,000

グリーンイグアナ Iguana iguana Ⅱ 2 − −

付表１
2007年から2008年の間にかけて日本税関によって差し止められたうち、種名表記のあった44種（合計510
匹）のリスト
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＊ 調査対象期間にいくつかの種が異なるワシントン条約附属書に掲載されていたことに留意。最低・最高推定市場価格は2014年〜2018年にかけて押
収された個体について確認をおこなった（円）

和名 学名
ワシント
ン条約附

属書＊

押収個
体数

最低推定価格
（日本円）

最高推定価格
（日本円）

コルデンシスツリーモニター Varanus kordensis Ⅱ 2 49,800 118,000

ミスジハコガメ Cuora trifasciata Ⅱ 1 289,000 328,000

インプレッサームツアシ Manouria impressa Ⅱ 1 − −

哺乳類

ピグミースローロリス Nycticebus pygmaeus Ⅰ，Ⅱ 94 680,000 1,100,000

コツメカワウソ Aonyx cinereus Ⅱ 12 800,000 1,620,000

コモンマーモセット Callithrix jacchus Ⅱ 6 298,000 398,000

スンダスローロリス Nycticebus coucang Ⅰ 4 680,000 1,800,000

ワタボウシタマリン Saguinus oedipus Ⅰ 1 1,800,000 2,500,000

ピグミーマーモセット Callithrix pygmaea Ⅱ 1 780,000 980,000

フェネックギツネ Vulpes zerda Ⅱ 1 − −

ビントロング Arctictis binturong Ⅱ 1 1,200,000 2,000,000

アカテタマリン Saguinus midas Ⅱ 1 598,000 1,000,000

鳥類

インドコキンメフクロウ Athene brama Ⅱ 12 220,000 320,000

インドオオコノハズク Otus bakkamoena Ⅱ 2 99,800 320,000

オオスズメフクロウ Glaucidium cuculoides Ⅱ 2 198,000 300,000

カワリクマタカ Spizaetus cirrhatus Ⅱ 1 1,980,000 1,980,000

オオフクロウ Strix leptogrammica Ⅱ 1 200,000 680,000

昆虫類

サタンオオカブト Dynastes satanas Ⅱ 4 11,800 49,000

両生類

メキシコサンショウウオ Ambystoma mexicanum Ⅱ 2 2,074 2,800

魚類

アジアアロワナ Scleropages formosus Ⅰ 2 − −



付表２
2007年から2019年８月に日本国外で報告された日本の関与を示唆するエキゾチックペットの押収（参照：メディア報道）
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No.16 事件発生日 摘発した国
押収された種

摘発場所→目的地　容疑者／摘発後
和名 学名 個体数

1 24/02/2007 タイ スローロリス Nycticebus spp. 23 スワンナプーム国際空港→成田国際空港　日本人男性／逮捕前に失踪

2 15/02/2008 アルゼンチン カブトムシ Dynastinae 約100 ブエノスアイレス国際空港→東京 
日本人昆虫販売店経営者（41），アルゼンチン人夫婦関与／起訴

3 19/09/2008 オーストラリア トカゲ Squamata 2 フリーマントル港　日本人男性３名（29/37/43）／逮捕
4 01/09/2009 オーストラリア マツカサトカゲ Tiliqua rugosa 14 パース国際空港→シンガポール　日本人男性（34）／起訴

5 02/10/2009 インドネシア ジャワクマタカ Nisaetus bartelsi 1 ングラ・ライ国際空港→関西国際空港
日本人男性２名（33/36）を含む、４名／逮捕タカ他 Accipitridae 15

6 22/10/2012 オーストラリア マツカサトカゲ Tiliqua rugosa 9 パース国際空港
日本人男性（36）／有罪判決（懲役６月、罰金３千オーストラリアドル）

7 22/01/2013 タイ コツメカワウソ Aonyx cinerea 5 スワンナプーム国際空港
日本人／逮捕前に失踪ビロードカワウソ Lutrogale perspicillata 6

8 03/10/2013 オーストラリア
マツカサトカゲ Tiliqua rugosa 28 パース国際空港

日本人男性２名（33/38）／有罪判決（懲役６月執行猶予付き／懲役最低
７月、最高12月）

フトアゴヒゲトカゲ Pogona spp. 1
トカゲ Squamata 1

9 20/02/2015 タイ

スッポンモドキ Carettochelys insculpta 110
スワンナプーム国際空港→名古屋
日本人男性２名（39/39）／逮捕

ウッドチャック Marmota monax 4
ヘビ Serpentes 21
ヤモリ Gekkota 9

10 20/06/2015 インド

ヘビ Serpentes

不明 コーチン国際空港
日本人２名（21/24）／有罪判決（懲役１年、罰金４万５千ランド）

カメ Testudines
サソリ Scorpiones
カメレオン Chamaeleonidae
クモ Arachnida
昆虫 Coleoptera
ムカデ Chilopoda

11 28/01/2016 フィリピン

メガネザル Tarsiidae 11

ニノイ・アキノ国際空港→日本（国際郵便）
フィリピン人空港職員／告発（日本人に国際郵便を密輸する手助けをした
容疑）

オオトカゲ Varanidae spp. 11
ホカケトカゲ Hydrosaurus spp. 8
ナミヘビ Colubridae 5
ミズヘビ Homalopsidae spp. 6
コノハズク Otus spp. 3
ワシミミズク Bubo spp. 3



No.16 事件発生日 摘発した国
押収された種

摘発場所→目的地　容疑者／摘発後
和名 学名 個体数

12 22/11/2016 タイ
カメ Testudines 32

スワンナプーム国際空港→成田国際空港
日本人女性（44）／逮捕ミズオオトカゲ Varanus salvator 8

シナワニトカゲ Shinisaurus crocodilurus 15
13 20/01/2017 ニューカレドニア ヤモリ Gekkota 79 ニューカレドニア南部　日本人男性／有罪判決（罰金80万フラン）

14 26/02/2017 タイ
カワウソ Lutrinae 12

ドンムアン空港→成田国際空港
日本人男性（57）／逮捕フクロウ Strigiformes 5

ハヤブサ Falco spp. 3

15 16/05/2017 インドネシア

マレーアカニシキヘビ Python brongersmai 33

スカルノハッタ国際空港→羽田空港
日本人男性／逮捕

ヘビ Serpentes 19
ミドリニシキヘビ Morelia viridis 3
トカゲ Squamata 10
ボルネオミミナシトカ
ゲ Lanthanotus borneensis 4

アオジタトカゲ Tiliqua spp. 42
アカメカブトトカゲ Tribolonotus gracilis 65
オオトカゲ Varanidae spp. 69
スッポンモドキ Carettochelys insculpta 1
ノコヘリマルガメ Cyclemys dentata 6

16 24/05/2017 オーストラリア マツカサトカゲ Tiliqua rugosa 13 パース国際空港　日本人男性／有罪判決（罰金１万オーストラリアドル）
17 11/06/2017 タイ コツメカワウソ Aonyx cinerea 10 スワンナプーム国際空港→成田国際空港　日本人男性（42）／逮捕

18 07/09/2017 タイ フェネック Vulpes zerda 2 スワンナプーム国際空港→羽田空港
日本人男性（53）／逮捕トビネズミ Dipodidae 4

19 29/10/2017 タイ カワウソ Lutrinae 10 ドンムアン空港→成田国際空港　日本人女性（22）／逮捕
20 24/11/2017 南アフリカ アルマジロトカゲ Ouroborus cataphractus 48 西ケープ州　日本人男性／有罪判決（懲役13年または罰金100万ランド）
21 29/12/2017 南アフリカ アルマジロトカゲ Ouroborus cataphractus 5 西ケープ州　日本人男性／有罪判決（懲役６年または罰金30万ランド）

22 29/05/2018 インドネシア
ミドリニシキヘビ Morelia viridis 46

スカルノハッタ国際空港
日本人男性／逮捕ミドリホソオオトカゲ Varanus prasinus 8

アオホソオオトカゲ Varanus macraei 1

23 14/06/2018 ベネズエラ クワガタ Lucanidae 合計 
158頭

シモン・ボリバル国際空港→トルコ
日本人昆虫販売店経営（47）／逮捕カブトムシ Dynastinae

24 18/09/2018 インドネシア
アカメカブトトカゲ Tribolonotus gracilis

合計52 スカルノハッタ国際空港→東京
日本人男性（77）／逮捕アオジタトカゲ Tiliqua spp.

ヤモリ Gekkota
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16 References：case １；東京新聞 28/ ２/2007「スローロリス密輸をタイ空港で摘発、容疑者の日本人逃走」．２；朝日新聞 22/ ３/2008「カブトムシ密輸 邦人に密輸未遂容疑」．３；読売新聞 20/ ９/2008「豪州のトカゲ密輸容
疑 名古屋市出身の男ら３人逮捕」．４；Customs and Border Protection media release ２/ ９/2009 “Customs and Border Protection socks it to lizard smuggler”．５；朝日新聞 22/10/2009「希少種の鳥密輸未遂 日本人ら４人逮捕」，
ProFauna press release ３/10/2009 “Government of Bali and ProFauna Indonesia Arrested International Wildlife Syndicate”．６；Japan Today 26/10/2012 “Japanese man arrested for attempting to smuggle 9 lizards out of 
Australia” https://japantoday.com/category/crime/japanese-man-arrested-for-attempting-to-smuggle- ９-lizards-out-of-australia ．７；IUCN Otter Specialist Group Bulletin 30（１）January 2013 “Seizure of Live Otters in 
Bangkok Airport, Thailand”．８；Customs and Border Protection joint media release ３/10/2013 “Thirty lizards seized at Perth International Airport”，西日本新聞 ３/10/2013「希少トカゲ密輸で邦人逮捕 一匹70万円の価値」，The 
Australian ３/10/2013 “Japanese men charged for WA lizard smuggling”．９；産経ニュース 20/ ２/2015「スッポンモドキ110匹など密輸容疑 タイの空港で日本人２人逮捕」，日本経済新聞21/ ２/2015「カメなど無許可持ち出
し疑い タイの空港、２邦人逮捕」，Daily Mail Online 20/ ２/2015 “Two Japanese men arrested trying to smuggle exotic animals from Thailand in their suitcases” https://www.dailymail.co.uk/news/article-2961579/That-s-lot-
excess-backage-Two-Japanese-men-arrested-Thai-customs-trying-smuggle-110-turtles-four-woodchuck-21-snakes-nine-geckos-country-suitcases.html ．10；FNN News 26/ ６/2015「インド・ケララ州でヘビやカメを密輸しよ
うとした日本人２人逮捕」，Times of India ４/12/2015 “Japanese duo sentenced to one year imprisonment in Kerala for smuggling reptiles”．11；Philippines Lifestyle News ２/2/2016 “Manila airport worker arrested for 
smuggling rare animals to Japan” https://philippineslifestyle.com/manila-airport-worker-arrested-for-smuggling-rare-animals-to-japan/ ，The Philippines Star 30/ １/2016 “Tarsiers, snakes held at NAIA”．12；タイあげニュース 
23/11/2016「タイ・スワンナプーム空港で、日本人女性を野生生物の密輸容疑で逮捕」，Jiji.com 23/11/2016「日本人の女逮捕＝野生動物密輸の疑い—タイ」，News tv Asahi 23/11/2016「55匹の爬虫類がスーツケースに…乳児
連れの女逮捕」．13；franceinfo. 26/ １/2018 “Le Japonais trafiquant de geckos devra d?bourser 7,8 millions CFP” https://la １ere.francetvinfo.fr/nouvellecaledonie/japonais-trafiquant-geckos-devra-debourser-78-millions-
cfp-553137.html，14；産経ニュース28/ ２/2017「カワウソやフクロウをスーツケースに タイの空港、動物密輸疑いで邦人逮捕」https://www.sankei.com/world/news/170519/wor1705190010-n1.html．15；Kyodo News+ 18/
５/2017 “Japanese man arrested in Indonesia for smuggling hundreds of reptiles” https://english.kyodonews.net/news/2017/05/8327b814552e-japanese-arrested-in-indonesia-for-smuggling-hundreds-of-reptiles.html，New 
York Post 18/ ５/2017 “Wildlife-smuggling kingpin busted at airport”．16；Perth Now 26/ ５/2017 “Man arrested at Perth Airport trying to smuggle bobtail lizards to Japan” https://www.perthnow.com.au/news/wa/man-
arrested-at-perth-airport-trying-to-smuggle-bobtail-lizards-to-japan-ng-a97e4daf4555258a77000fca0e47d521．17；newsclip.be 13/ ６/2017 「かばんにカワウソ10匹、バンコク空港で日本人男逮捕」．18；SANSPO.com ８/ ９
/2017「キツネ密輸で日本人逮捕 タイ当局が明かす」，newsclip.be 11/ ９/2017「生きた動物の密輸図る バンコク空港で日本人男逮捕」http://www.newsclip.be/article/2017/09/11/34068.html，Bangkok Post ８/ ９/2017 “Japanese 
smuggler arrested, six 'exotic pets' seized” https://www.bangkokpost.com/thailand/general/1320907/japanese-smuggler-arrested-six-exotic-pets-seized．19；テレ朝news 31/10/2017「カワウソ10匹密輸しようと…「可哀想と」
女子大学生」、NHK NEWS WEB １/11/2017「生きたカワウソ10匹密輸か 邦人女子大学生逮捕 タイ」，the Japan Times １/11/2017 “Japanese woman arrested in Thailand for alleged attempt to smuggle protected baby otters” 
https://www.japantimes.co.jp/news/2017/11/01/national/crime-legal/japanese-woman-22-arrested-thailand-alleged-attempt-smuggle-protected-baby-otters/#.XmoE ９aj ７Ryw．20；朝日デジタル 29/ ５/2018「日本人の男、
南アで有罪判決　アルマジロトカゲ違法所持」https://www.asahi.com/articles/ASL ５Y ０CT ８L ５XUHBI02G.html．21；Sunday Times 25/ ５/2018 “Scales of justice come down heavily against foreign lizard poachers” https://
www.timeslive.co.za/news/sci-tech/2018-05-25-scales-of-justice-come-down-heavily-against-foreign-lizard-poachers/．22；Tangerang online 31/ ５/2018 “Petugas Avsec Gagalkan Penyelundupan Ular dan Kadal Langka di 
Bandara Soetta” https://tangerangonline.id/2018/05/31/petugas-avsec-gagalkan-penyelundupan-ular-dan-kadal-langka-di-bandara-soetta/．23；朝日新聞デジタル ７/ ７/2018「クワガタなど158匹密輸容疑 ベネズエラで日本
人逮捕」https://www.asahi.com/articles/ASL771W ０BL77UHBI002.html，Vargas es Noticia 16/ ６/2018 https://www.vargasesnoticia.com/japones-es-aprehendido-con-158-coleoteros-en-el-aeropuerto-de-maiquetia/．24；
TEMPO.CO 20/ ９/2018 “Airport Security Foils Japanese Man Attempt to Smuggle 52 Lizards” https://en.tempo.co/read/921833/airport-security-foils-japanese-man-attempt-to-smuggle-52-lizards．25；Perth Now 21/12/2018 
“Japanese tourist Kozo Akasaka jailed for attempting to smuggle bobtail lizards” https://www.perthnow.com.au/news/court-justice/japanese-tourist-kozo-akasaka-jailed-for-attempting-to-smuggle-bobtail-lizards-ng-
b881057915z，産経ニュース ９/11/2018 “トカゲ密輸の疑い　豪州で邦人逮捕　餌も水も与えず･･･” https://www.sankei.com/photo/daily/news/181109/dly1811090008-n1.html，日刊スポーツ ９/11/2018「トカゲ密輸疑いで
邦人逮捕 豪国境警備隊」．26；Australian Border Force press release ６/ ２/2019 “10 native lizards found in passenger’ s luggage at Sydney Airport” https://newsroom.abf.gov.au/channels/NEWS/releases/10-native-lizards-found-
in-passenger-s-luggage-at-sydney-airport．27；７ news 24/ ４/2019 “Lizards in luggage：Woman accused of trying to smuggle 19 native, live reptiles” https:// ７news.com.au/news/woman-caught-with-19-native-lizards-in-
luggage-at-melbourne-airport-c-75156，Buzz Plus News 28/ ４/2019「【炎上】?本??性の知花茜容疑者がトカゲ密輸失敗で逮捕/ 海外マスコミが猛烈批判「?撮り好きな?本??の冷?な悪?だ」」https://buzz-plus.com/
article/2019/04/28/japanese-women-arrested-smuggling/，the Carnberra Times 24/ ４/2019 “Japanese woman held at Australian airport allegedly had 19 lizards in her suitcase” https://www.canberratimes.com.au/
story/6088084/japanese-woman-held-at-australian-airport-allegedly-had-19-lizards-in-her-suitcase/．28；日経新聞 ８/ ６/2019 “トカゲ持ち出し２邦人逮捕　豪、密輸組織の一員か” https://www.nikkei.com/article/
DGXMZO45860620Y ９A600C １CC0000/，the Japan Times 30/ ７/2019 “Two Japanese lizard smugglers get prison time in Australia” https://www.japantimes.co.jp/news/2019/07/30/national/crime-legal/two-japanese-lizard-
smugglers-get-prison-time-australia/#.XmpPg ６j ７Ryw，Perth Now ５/ ８/2019 “Japanese men who attempted to smuggle bobtail lizards deported and banned for three years” , the Mainichi 29/ ７/2019 “2 Japanese lizard 
smugglers get jail time in Australia”．

No.16 事件発生日 摘発した国
押収された種

摘発場所→目的地　容疑者／摘発後
和名 学名 個体数

25 08/11/2018 オーストラリア マツカサトカゲ Tiliqua rugosa 6 パース国際空港→香港　日本人（45）／有罪判決（詳細不明）
26 05/02/2019 オーストラリア マツカサトカゲ Tiliqua rugosa 10 シドニー空港　日本人男性（46）／逮捕

27 23/04/2019 オーストラリア マツカサトカゲ Tiliqua rugosa 17 メルボルン空港
日本人女性（27）／有罪判決（懲役４月）アオジタトカゲ Tiliqua spp. 2

28 05/06/2019 オーストラリア マツカサトカゲ Tiliqua rugosa 13 パース国際空港→シンガポール／マレーシア
日本人男性２名（51/28）／有罪判決（それぞれ懲役２月〜５月）
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写真クレジット
特別記載がない限り、写真はCreative Commons 2.0 non-attributionのライセンスを使用。

Page number INFO AND Copyright

Cover  Two Slow Loris Nycticebus coucang for sale. Rob Webster / WWF

3-4 Fruit Bat Artibeus toltecus. Chris Martin Bahr / WWF

8 Black-tufted Marmoset Callithrix penicillata. Non-attribution

9 (left to right) Non-attribution, Southern Lesser Bushbaby Galago moholi. Martin Harvey / WWF, Theraphosidae spp. Non-attribution

18 Indian Scops Owl Otus bakkamoena. WWF-Canon / Roger HOOPER

 21 Indian Starred tortoise Geochelone elegans. David Lawson / WWF-UK

25 Asian Small-clawed Otter Aonyx cinereus. TRAFFIC

27 Animals for sale at a pet fair in Japan. TRAFFIC

40 Common Marmoset Callithrix jacchus. TRAFFIC

41 Ryukyu Black-breasted Leaf Turtle Geoemyda japonica. TRAFFIC

43 Armadillo Girdled Lizard Ouroborus cataphractus for sale. TRAFFIC

49 Tortoises for sale (including African Spurred Tortoise Centrochelys sulcata). TRAFFIC

64 Green Tree Python Morelia viridis. TRAFFIC
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TRAFFICは、野生生物の取引監視ネットワークと
して、生物多様性の保全と持続可能な発展のため
に国際的に活動する世界有数のNGOです。

TRAFFIC
ジャパンオフィス
〒108-0073
東京都港区三田１-４-28
三田国際ビル３階
WWFジャパン内

TEL：03-3769-1716
E-mail：TEASjapan@traffic.org
Website：www.traffic.org

TRAFFIC is grateful to the Rufford Foundation for their 
financial support towards the production of this report.




